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１
．
は
じ
め
に 

  
 

「 

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
と
い
え
ば
２
０
１
８
年
に
世
界

文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
た
「 

長
崎
と
天
草

地
方

の
潜

伏
キ

リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
」
や
島

原
の
乱(

１
６
３
７
～
８
寛
永
１
４
～
５
年)

と
天
草

四
郎
な
ど
が
思
い
出
さ
れ
る
が
、
そ
の

信
仰
が
故
に
多
難
を
強
い
ら
れ
て
き
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
は
随
分
、
昔

の
話
の
よ
う
に
思
わ
れ

て
い
る
け
れ
ど
、
文

明
開

化
し
た
明
治

維
新

に
な
っ
て
も

「 

隠

れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
が
捕

縛
さ
れ
続
け
て
い
て
、
伊

勢

の

「 

御
師
」
と
関
係
が
あ
っ
た
と
友

人
か
ら
聞
か
さ
れ
た
こ
と
は
驚
き
で
あ
っ
た
。 

 
 

キ
リ
ス
ト
教
は
神
都
で
あ
る
伊
勢
で
生
ま
れ
た
自
分
に
と
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
系
の
幼
稚
園
に
通
っ
た
と
い
う
こ
と
以
外

に
は
縁
遠
い
宗
教
で
あ
り
、
遥

か
別
次

元
の
出
来
事
と
い
う
印
象
で
し
か
な
く
、
ま
し
て
伊
勢
神
宮

の
膝

下
で
そ
の
よ

う
な
関
係
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
考
え
が
全
く
及
ば
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
、
伊
勢

の
御
師
は
彼
ら
を

手
厚
く
世
話
を
し
た
ら
し
く
、
信
徒
た
ち
は
そ
の
時

の
恩
を
忘
れ
ず
、
１
５
０
年
近
く
も
経

過
し
た
２
０
１
７
年
、
そ
の

お
礼
の
た
め
に
来
勢
し
た
と
い
う
こ
と
を
友

人
か
ら
教
わ
っ
た
こ
と
は
、
信
仰

の
凄
ま
じ
さ
に
衝
撃
を
受
け
た
。
そ
の
友

人
は
同
じ
キ
リ
ス
ト
系
幼
稚
園
で

一
緒
だ
っ
た
け
れ
ど
、
私
な
ど
は
日
曜
学
校
を
サ
ボ
る
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
か
っ
た

の
に
、
そ
れ
以
来
、
敬
虔
な
信
徒
だ
そ
う
で
、
こ
の
こ
と
を
研
究
し
て
い
た
と
い
う
。 

 

-1-  



 
 

こ
の
出
来
事
は
改
め
て
調
べ
る
と
三
重
県
史
ほ
か
に
も
多
く
記
載
さ
れ
て
い
て
、
知
ら
な
か
っ
た
の
は
自
分
だ
け
だ
っ

た
か
も
知
れ
な
い
が
、
郷
土
史

研
究
家

の
飯

田
良

樹
氏
の
ご
指
導
も
あ
り
、
自

分
な
り
に
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
調
べ
て

み
た
。
旧
伊
勢
市
で
あ
る
度
会

郡
宇
治

山

田
町
は
１
８
８
９
明
治
２
２
年
に
度
会

郡
山

田
町
と
宇
治

町
が
合
併
し

て
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
そ
れ
以
前

の
度
会
府
改
め
度
会
県
度
会

郡
山

田
町
で
の
出
来
事
で
あ
る
。 

 
 

一
度
、
終
筆
し
た
が
、
そ
の
後
の
資
料
が
加
わ
っ
た
め
、
改

訂
版
を
よ
う
や
く
書
き
終
え
た
と
こ
ろ
だ
っ
た
け
れ
ど
も
、

郷
土
史
家
飯

田
良
樹
氏
の
ま
と
め
た
「 

浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
と
元
御
師

山

田
大
路
篤
忠

」
を
ブ
ロ
グ
「 

神
宮

巡

々
」
が

紹
介
し
た
と
こ
ろ
、
そ
れ
を
検
索
さ
れ
た
山

田
大
路
家
ゆ
か
り
の
田
中
い
づ
み
氏
よ
り
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
、
田
中
家

で
作
成
さ
れ
た
詳
し
い
家

系
図
や
田
中
豊

氏
が
借
用
さ
れ
た
山

田
大
路
恵
美

子
著

「 

山

田
大
路
親
彦

の
生
涯
に

思
い
を
馳
せ
て
」
や
田
中
豊
著

「 

氏
は
氏
を
呼
ぶ
」
ほ
か
、
を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
い
ろ
い
ろ
不
明
だ
っ
た
点
が
解

消
さ

れ
た
の
で
、
そ
れ
ら
に
基
づ
い
て
加
筆
し
、
改

々
訂
版
と
し
て
編
集
す
る
こ
と
と
し
た
。 

  
 

２
．
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
へ
の
弾
圧 

  
 

キ
リ
ス
ト
教
禁
教
令
や
信
者

へ
の
弾
圧
は
信
長
、
秀
吉

の
時
代
に
も
あ
っ
た
け
れ
ど
、
江
戸
幕
府
開
闢
後
す
ぐ
の

慶
長
時
代
１
６
１
２
～
１
８
年
頃
に
改
め
て
キ
リ
ス
ト
教
禁
教
令
が
発
令
さ
れ
、
そ
の
後
の
鎖
国
政
策
に
よ
り
強
化
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さ
れ
て
い
っ
た
が
、
そ
の
取
締
り
か
ら
逃
れ
、
密
か
に
信
仰
を
続
け
て
い
た
の
が
「 

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
で
あ
る
。
そ
の
取

締
り
の
有
様
は
遠
藤

周
作

の
１
９
６
６
年
著
作

「 

沈
黙
」
に
も
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
壮
絶
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。

中
で
も
顕
著
な
取
締
り
は
１
７
９
０
寛
政
２
年
に
始
ま
り
、
１
８
４
２
天
保
１
３
年
、
１
８
５
６
安
政
３
年
の
３
回
が
行

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
検
挙
事
件
を
浦
上

一
番
崩
れ
、
浦
上
ニ
番
崩
れ
、
浦
上
三
番
崩
れ(

崩
れ
は
検
挙
の

意
）
と
い
う
。
幕
末
ま
で
そ
の
取
締
り
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
理
解
し
て
い
た
け
れ
ど
、
明
治

の
世
に
な
っ
て
そ
れ
が
継

続
さ
れ
て
い
た
と
は
思
い
も
よ
ら
な
い
こ
と
だ
っ
た
。 

 
 

江
戸
末
期

の
有

様
に
つ
い
て
は
、
欧

米
諸

国

へ
の
開

国
が
行
わ
れ
、
日
仏
修

好

通
商
条

約
に
基
づ
き
１
８
６
４
元

治

元
年
、
居
留
す
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
た
め
、
長
崎

の
南

山
手
居
留

地
内
に
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会

の
大
浦

天
主
堂
が
建
て

ら
れ
て
い
た
。
そ
の
時
、
主
任

司
祭
で
あ
っ
た
パ
リ
外
国
宣
教
会

の
ベ
ル
ナ
ー
ル
・プ
テ
ィ
ジ
ャ
ン
神

父
は
、
近
隣
に
信
徒

が
隠
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
密

か
な
期
待
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
が
、
そ
の
翌
年

の
１
８
６
５
元
治
２(

慶
応

元
）

年
春
に
は
、
長
崎
浦
上
村

の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
大
浦

天
主
堂

の
神

父
に
先
祖
伝
来

の
信
仰
を
表
明
し
た
者
が
い
た
。

「 

信

徒

発

見
」
・
「 

キ
リ
シ
タ
ン
の
復

活
」
と
い
う
。
こ
れ
を
契

機
に
、
そ
の
後
も
表

明
す
る
者
が
続

出
し
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
の
存
在
が
幕
府
に
も
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
幕
府
は
、
１
８
６
７
慶
応
３
年
６
月(

旧
暦
）
に
信
仰

心
の

強
い
浦
上
村

の
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
中
心
人
物
な
ど
８
３
人(

６
８
人
と
も
）
を
検
挙
し
た
。
こ
れ
を
「 

浦
上

四
番
崩
れ

(

浦
上
教
徒
事
件
）
」
と
い
う
が
、
こ
の
事
件

の
最
中
に
明
治
維
新
と
な
っ
た
。 

 
 

捕
縛
さ
れ
た
信
徒
た
ち
は
激
し
い
拷
問
を
受
け
た
が
、
事
件
を
知

っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
公
使
と
フ
ラ
ン
ス
領
事
、
さ
ら
に
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ポ
ル
ト
ガ
ル
公
使
、
ア
メ
リ
カ
公
使
た
ち
は
長
崎
奉
行
に
抗
議
を
行

っ
た
。
８
月
に
は
正
式
な
抗
議
を
申
し
入
れ
た
フ

ラ
ン
ス
公
使
レ
オ
ン
・
ロ
ッ
シ
ュ
と
将
軍
徳

川
慶
喜
が
大
坂
城
で
面
会
し
、
こ
の
事
件
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た

こ
と
な
ど
や
、
信

徒

の
転

宗

の
誓
い
が
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
検

挙
者
を
帰
宅
さ
せ
、
「 

浦

上

四
番
崩
れ
」
は

一
旦
、

終
息
し
た
と
い
う
。 

 
 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
激
動
の
時
期
で
あ
る
１
８
６
８
慶
応
４(

明
治

元
）
年
、
大
政
奉
還
、
五
箇
条

の
御
誓
文
を
発

布
し
、
明
治
新
政
府
が
発
足
し
た(

明
治
維
新
）
。
そ
れ
と
同
時
に
江
戸
幕
府

の
政
策
を
継
承
す
る
と
し
て
「 

五
榜

(

５
枚

の
高
札
）
の
掲

示
」
を
太
政
官
達
し
た
。
明
治
政
府

の
発
布
し
た
五
箇
条

の
御
誓
文
で
は
国
際
法
を
遵
守
す

る
、
つ
ま
り
信
教

の
自
由
を
認
め
て
い
る
の
に
、
「 

五
榜

の
掲

示
」
で
は
、
そ
の
第

三
項
に
「 

切
支

丹
邪
宗
門
厳
禁(

キ

リ
ス
ト
教
禁
教
令
）
」
が
あ
り
、
英
国
公
使
パ
ー
ク
ス
を
始
め
、
欧
米
の
キ
リ
ス
ト
教
列
強
諸
国
の
反
感
を
買
っ
た
。 

 
 

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
「 

五
榜

の
掲

示
」
に
準
じ
て
前
年
の
「 

浦
上
四
番
崩
れ
」
へ
の
対
処
と
し
て
、
弾
圧
が
行
わ

れ
て
い
た
。
信
徒
を
流
罪
と
し
、
流
刑
先
で
は

一
層
の
拷
問
や
私
刑
が
横
行
し
た
と
い
う
。
６
月
に
は
長
崎
で
捕
縛
さ

れ
た
信
徒
の
中
心
人
物(

重
立
衆
）
１
１
４
名
が
津
和
野
藩
、
長
州
藩
、
福

山
藩

の
三
藩

へ
配
流
さ
れ
た
。 

 
 

伊
勢
で
は
度
会

郡
小
林
村

の
山

田
奉
行
所
に
度
会
府
が
設
置
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
之
木
町
の
三
方
会
合
所
に

移
転
し
た
頃
の
話
で
あ
る
。 
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３
．
三
重
県
で
の
信
徒
収
容 

 
 

１
８
６
９
明
治
２
年
に
な
っ
て
も
キ
リ
シ
タ
ン
へ
の
弾
圧
は
続
い
た
。
１
２
月
に
は
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
３
千
余
名
が
２
１

諸
藩

へ
流
刑
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
内
、
三
重
県
域
で
は
津
藩
領
に
１
５
５
人
と
和
歌
山
藩
領
２
８
２
人
の
浦
上
村

の

信
徒
た
ち
を
収
容
し
て
い
る
。
２
０
１
７
年
浅
生
悦
生
著

「 

知
ら
れ
ざ
る
郷
土
史 

津
と
そ
の
周

辺
」
・
Ｗ
ｉ
ｋ
ｉ
ｐ
ｅ
ｄ

ｉ
ａ
「 

歴
史

の
情
報
蔵
４
７ 

浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
と
津
藩
」
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵

「 

異
宗
門
徒

人
員
帳
」(

「 

公
文

録
」
所
収
）
や
、
の
ち
に
配
流
さ
れ
た
体
験
を
語
っ
た
「 

旅
の
話
」(

「 

切
支

丹
の
復
活
」
後
編

・
「浦
上
切
士
丹
史
」

所
収
）
で
は
、
津
藩

へ
預
け
ら
れ
た
最
初

の
２
２
人
は
長
崎
か
ら
か
？
汽
船
で
大
阪
に
着
き
、
ま
だ
鉄
道
は
開
通(

新

橋-

横

浜
間
鉄
道

運
行
開
始
は
明
治
５
年
）
し
て
い
な
い
の
で
徒
歩
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
津
藩
領
大
和
古
市(

奈
良
県

奈
良
市
古
市

町
）
、
同
領
伊
賀
上
野
等
を
経
て
、
１
２
月
１
１
日
同
領
伊
勢
管
内
大
村(

一
志

郡
大
村
で
二
本
木

と
も
い
う
、
現
、
三
重
県
津
市
白
山
町

二
本
木
）
の
旧
大
村
代
官
役
所
上
り
屋
に
到
着
し
収
容
さ
れ
た
。 

 
 

そ
の
後
も
、
１
２
月
２
８
日
に
８
０
人
、
翌
３
年
１
月
５
日
に
５
３
人
、
合
計
１
５
５
人
が
津
藩

へ 

順
次
、
預
け
ら
れ
、

最
終
的
に
は
、
古
市

出
張
所
に
２
２
人(

男
１
２
、
女
１
０
）
が
、
伊
賀
上
野
出
張
所
に
５
８
人(

２
８
、
３
０
）
が
、
大
村

に
翌
年
１
月
５
日(

元
日
と
も
）
家
族
も
後
着
し
、
５
３
人
が
合
流
し
て
合
計
７
５
人(

男
４
１
、
女
３
４
）
が
収
容
さ
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
男
女
が
ほ
ぼ
同
数
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
半
が
夫
婦
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
３
月
に
１
家

族
ご
と
庄
屋
預
け
に
な
っ
て
い
る
。 
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４
．
収
容
の
状
況 

 
 

信
徒
を
収
容
し
た
津
藩
は
安
濃
津
藩
で
あ
り
、
藤
堂
藩
で
あ
る
け
れ
ど
、
江
戸
時
代
初
期
１
６
６
９
寛

文
９
年
に
、

本
家

の
無
嗣

子
に
よ
る
改
易
に
備
え
て
津
藩

の
支
藩
と
し
て
久
居
藩
を
立
藩
し
て
い
た
。
従

っ
て
、
大
和
古
市
と
伊

賀
上
野
は
津
藩

の
飛
び
地
で
あ
っ
た
が
、
大
村(

二
本
木
）
は
久
居
藩
領
内
に
あ
っ
た
。
こ
の
２
藩
に
分
れ
て
収
容
さ
れ

た
こ
と
が
、
の
ち
に
伊
勢
に
関
わ
る
「 

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
。 

 
 

１
８
６
９
明
治
２
年
６
月
の
全
国
の
藩
が
所
有
し
て
い
た
土
地(

版
）
と
人
民(

籍
）
を
朝
廷
に
返
還
し
た
政
治
改
革

「 

版
籍
奉
還
」
に
よ
り
第
１
２
代
安
濃
津
藩
主
藤
堂
高
猷
は
津
知
藩
事
に
、
第
１
６
代
久
居
藩
主

・藤
堂
高
邦
は

久
居
知
藩
事
と
な
っ
て
い
る
。
１
８
７
１
明
治
４
年
廃
藩
置
県
で
津
藩
は
廃
藩
と
な
り
安
濃
津
県
に
、
久
居
藩
は
久

居
県
と
な
っ
た
。
こ
の
両
県
は
１
８
７
２
明
治
５
年
に
併
合
し
て
三
重
県
と
な
っ
た
が
、
久
居
県
の
一
部
で
あ
っ
た
大
村

(

二
本
木
）
は
度
会
県
に
編

入
さ
れ
た
。
そ
の
度
会
府
庁
は
度
会

郡
山

田
岩
淵

町
箕
曲
に
設
置
さ
れ
て
い
た
。 

 
 

伊
勢
神
宮

の
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、
当
初
、
度
会
府
で
あ
っ
た
け
れ
ど
、
「 

府
」
は
東
京

・
京
都

・大
阪
に
限
る
と

し
た
太
政
官
布
告
に
よ
り
度
会
府
は
度
会
県
に
改
称
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

１
８
６
９
明
治
２
年
１
０
月
に
は
キ
リ
ス
ト
教
国
の
反
感
に
対
処
す
る
た
め
、
外
交
顧
問
を
務
め
て
い
た
シ
ャ
ル
ル
・

ド
・
モ
ン
ブ
ラ
ン
は
政
教
分
離
を
思
考
し
な
が
ら
、
当
面
、
そ
の
信
仰
を
黙

認
す
る
こ
と
と
し
た
「 

宗
教
政
策
に
関
す

る
意

見
書
」
を
明
治
政
府
に
提
唱
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
り
信
徒
に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
厳
し
い
取
り
扱
い
を
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し
な
い
方
向
に
転
換
さ
れ
て
い
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
従

っ
て
、
前
述

の
「 

旅
の
話
」
で
は
、
大
村
に
収
容
さ
れ
た
信
徒
た

ち
は
、
「 

家
は
驚
く
ほ
ど
大
き
く
て
広
い
。
別
段
御
用
が
あ
る
で
は
な
し
、
食
物
は
十
分
支
給
さ
れ
る
し
、
何

一
つ
不

自
由
は
な
か
っ
た
。
」
と
、
収
容
当
時

の
状
況
を
回
想
し
て
い
る
。 

 
 

収
容
中
に
は
農
業

・
畜

産

・
日
雇
な
ど
に
従
事
さ
せ
、
男
女

共
に

一
人
扶
持
ず
つ
与
え
た
と
あ
り
、
か
な
り
優

遇

さ
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
津
や
伊
賀

上

野
で
は
、
米
が

一
人
１
日
当
た
り
５
～
６
合
、
部
屋
は
１
０
畳
に
６
～
１
０
人
く
ら

い
で
あ
っ
た
と
い
う
。
家

族
単

位
で
庄

屋
に
歩
け
ら
れ
た
例
も
あ
る
。
記
録
と
し
て
は
、
当
時
と
し
て
大
し
た
不
自

由

は
な
か
っ
た
と
書
い
て
あ
る
も
の
が
多
く
、
殴
打
さ
れ
る
こ
と
も
拷

問
を
受
け
る
こ
と
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
庄

屋
預
け
の
中
に
は
逃

亡
者(

１
５
５
人
中
２
人
）
も
あ
っ
た
の
で
、
信
者
に
と
っ
て
総
て
が
満

足
は
出
来
な
い
環
境
で
あ
っ

た
に
違
い
な
い
。
で
も
、
諸

調
査
か
ら
、
全

国
２
１
諸
藩
に
預
け
ら
れ
た
中
で
も
津
は
最
も
寛
容
な
取
り
扱
い
で
あ
っ
た

と
い
う
け
れ
ど
、
そ
の
内
で
出
産
し
た
者

７
名
が
い
た
こ
と
は
、
そ
の
寛
容
さ
を
表
す
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
一
方
で
、

死
亡
者
は
１
５
５
人
中
１
４
人(

約
１
割
）
で
あ
る
の
で
、
死
亡
者
が
少
な
か
っ
た
と
は
言
い
難
い
面
も
あ
る
。 

 
 

度
会
府
で
は
府
庁
舎
を
度
会

郡
山

田
町
字
岩
淵

町
大
字
箕
曲
に
新
築
し
た
頃
で
あ
る
。 
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(

現
在

の
近
鉄
線
宇
治

山

田
駅
前
に
度
会
府
庁
跡
碑
が
あ
る
） 

 

  
 

１
８
７
０
明
治
３
年
、
英
国
代

理
公
使
ア
ダ
ム
ス
は
各
藩
預
け
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
実
情

調
査
を
求
め
て
い
る
け
れ
ど
、

「 

知
ら
れ
ざ
る
郷
土
史 

津
と
そ
の
周

辺
」 

に
よ
る
と
、
明
治
３
年
１
月
に
最
初

の
５
３
人
が
二
本
木
の
大
村
代
官

役
所
上
り
屋
に
入
り
、
１
０
月
に
安
濃
村
８
人
、
観
音
寺
村
３
人
、
な
ど
と
計
７
０
人
以
上
が
分
散

収
容
さ
れ
て
い

た
と
も
記
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『 

津
藩

ヨ
リ
官
省
ヘ
ノ
伺
并

ニ
指
令
書
』
で
は
、
一
志

郡
や
安
濃

郡
だ
け
で
な
く
、

三
重

郡
佐
倉

村(

現

四

日
市
市

）
・
奄

芸

郡
福
徳
村(

関

町)
・
飯

野
郡
和
屋
村(

現
松
阪
市

）
な
ど
の
か
な
り
広
範

囲
の
村

々
に
預
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
重
県
史
資

料
編

の
「 
津
藩
よ
り
官
省

へ
の
伺
な
ら
び
に
指
令
書
」(

県

庁
蔵
）
に
は
、
そ
の
内

訳
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
作
成

日
付
は
庚
午

閏
１
０
月
な
の
で
１
８
７
０
明
治
３
年
で
あ
ろ
う
。 
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「 

三
重
県
史
料
」(

国
立
公
文
書
館
蔵
） 

「 

異
教
徒
」
を
現
代
文
に
意

訳
し
て
み
る
。 

 
 

明
治
５
年
３
月
１
８
日
津
県
よ
り
天
主
教
徒
を
収
受
し
、
そ
の
所
轄
外
の
分
は
度
会
と
奈
良

の
２
県
に
収
監
さ

せ
た
。
初
め
、
長
崎
県
民
３
，
４
３
０
余

人
の
天
主
教
を
信
じ
る
者
が
い
て
、
明
治

元
年
閏
４
月
１
７
日
政
府
が
各
藩

に
命
じ
て
収
監
さ
せ
た
。
す
で
に
長
門
以
下
３
藩

（福

山
、
津
、
和
野
）
を
除
く
外
、
こ
れ
を
停
め
、
明
治
２
年
１
０
月

大 和 古 市  

出 張 所  

大 和 国  

添 上 郡  

古 市 村 ：２２人  

伊 賀 上 野  

出 張 所  

伊 賀 国  

阿 拝 郡  

上 野 ：５３人  

伊 勢 管 内  

伊 勢 国  

安 濃 郡  

 

 

 

 

 

安 芸 郡  

飯 野 郡  

 

一 志 郡  

 

 

 

 

７２人  

安 濃 村 ：８人  

観 音 寺 村 ：３人  

長 谷 村 ：７人  

神 田 村 ：７人  

井 上 村 ：１人  

神 戸 村 ：１人  

福 徳 村 ：８人  

和 屋 村 ：７人  

中 河 原 村 ：１人  

岩 倉 村 ：９人  

川 上 村 ：６人  

二 俣 村 ：１人  

矢 野 村 ：７人  

藤 方 村 ：１人  

大 村 ：５人  

合 計  １４７人   

-9-  



２
６
日
更
に
加
賀

以
下
１
８
藩(

薩
摩
、
尾
張
、
紀
伊
、
福
岡
、
安
芸
、
因
幡
、
津
、
備
前
、
阿
波
、
土
佐
、
松
江
、

郡
山
、
姫
路
、
松
山
、
高
松
、
大
聖
寺
、
富
山
）
に
分
付
す
る
。 

 
 

津
藩
や
そ
の
所
管
す
る
所
に(

１
６
０
人
）
を
封
内
各

郡
村
に
収
容
さ
せ
た
。
の
ち
、
上
野(

伊
賀

阿
拝

郡
）
以
下
３

ヶ
所(

伊
勢

一
志

郡
大
村
、
大
和
添
上
郡
古
市
）
に
移
し
、
米
金
を
与
え
て
、
暫
く
、
就
産( 

仕
事
に
就
く
こ
と
）
の

や
り
方
を
授
け
、
か
つ
、
教
諭

所
を
設
置
し
て
誘
導
し
た
。
（そ
の
方
法
は
神
宮

の
符
籤(

御
札
）
を
拝
札
さ
せ
る
よ
う

に
し
た
）
。
侮
悟(

改
宗
）
す
る
者
は
１
３
人
い
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
（藩
を
廃
し
県
と
な
っ
た
安
濃
）
津
県
が
廃
さ
れ

る
ま
で
本
県
に(

上
野
に
収
受
さ
れ
た
者
４
９
人
を
）
収
受
し
、
所
轄
外
の
分
は
度
会(

大
村
に
収
受
さ
れ
た
者
７
３

人
）
と
奈
良(

古
市
に
収
受
さ
れ
た
者
２
２
人
）
の
２
県
に
預
け
ら
れ
た
。(

合
計
１
４
４
人
）
。(

１
８
６
９
明
治
２
年
）
１

０
月
１
６
日
、
四
日
市(

三
重
郡
）
以
下
、
５
ヶ
所

（桑
名

郡
桑
名
、
安
濃

郡
津
、
阿
拝

郡
上
野
、
名
張
郡
名
張
）
に

編
籍
を
命
ず
。
尋
ね
て
こ
れ
を
止
め
、(

明
治
）
６
年
６
月
９
日
、
こ
れ
を
貫
趾
に
還
す
の
意

見
を
稟
議
す
る
。
従

っ
て
、

帰
籍

の
命
令
が
下
り
、
２
５
日
ま
で
に
長
崎
県
に
送
還
し
た
。(

こ
れ
に
先
立
ち
、
帰
籍

（
元
の
戸
籍
に
戻
る
こ
と
。
改

宗
し
た
と
い
う
意
味
か
？
）
あ
る
い
は
死
亡
し
た
者
も
あ
り
。
こ
の
時
、
送
環
し
た
人
員
は
４
９
人
で
あ
っ
た
。
） 

 
 

そ
れ
ぞ
れ
、
収
容

人
数
に
差
が
あ
る
が
、
明
治
２
年
収
容
し
た
当
初

人
数
は
、 

古
市

出
張
所
に
２
２
人
、
伊
賀
上
野
出
張
所
に
５
８
人
、
伊
勢
管
内
に
７
５
人
、
合
計
１
５
５
名 

だ
っ
た
が
、
こ
の
間
に
村

抜
け
や
脱
走

・
逃

亡
者
も
出
て
、
村

預
け
は

一
年
ほ
ど
で
中

止
と
な
り
、
再
び
二
本
木
に
収

容
さ
れ
た
。
収
容

人
数
に
関
し
て
は
、 
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１
８
６
９
明
治
２
年
は
２
２
人
、
４
９
人
、
７
３
人
、
合
計
１
４
４
名
。 

１
８
７
０
明
治
３
年
は
２
２
人
、
５
３
人
、
７
２
人
、
合
計
１
４
７
人 

１
８
７
３
明
治
６
年
６
～
７
月
に
は
各

々
、
２
２
人
、
５
０
人
、
７
４
人
、
合
計
１
４
６
人 

と
変
遷
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 
 

二
本
木
に
収
容
さ
れ
た
者
は
そ
の
後
、
津
に
移
さ
れ
説
得
も
さ
れ
た
が
、
１
ケ
月
で
三
た
び
二
本
木
に
帰
さ
れ
た

と
い
う
。
説
得
に
は
「 

日
輪

拝
め
、
拝
ま
ぬ
な
ら
着

物
着
せ
ぬ
、
食
べ
物
与
え
ず
、
野
山
へ
追
い
出
す
」
な
ど
と
迫

っ
て
、

神
官

・
役

人

・
僧
侶
ら
が
洗
脳
教
育
を
す
る
も
、
「 

草
食
う
」
と
抵
抗
し
て
殆
ど
効
果
は
な
く
、
し
か
も
、
「 

打
ち
も

せ
ね
ば
叩
き
も
せ
ず
」
と
あ
り
体

罰
禁

止
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
最
終
的
に
は
、
改

心
１
９
名
、
不
改

心
１
２
２
名
と
い
う

結

果
で
は
あ
っ
た
。
あ
る
者
が
伊
賀

上

野
で
３
０
円
も
ら
い
改
宗
し
て
い
る
。
１
円
は
現
在

の
１
０
万
円
程
度
に
当
た
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
当
時
と
し
て
は
か
な
り
の
金
額
で
あ
っ
た
け
れ
ど
、
明
治

５
年
に
九
州
に
帰

国
後
に
再
び

信
者
に
な
っ
て
い
る
、
と
の
記
述
も
あ
る
。 

  
 

５
．
信
徒
の
解
放 

  
 

１
８
７
１
明
治
４
年
で
は
同
様

の
収
容

状
態
が
維
持
さ
れ
た
よ
う
だ
。
こ
の
年
、
廃
藩

置
県
で
津
藩
は
安
濃
津

県
、
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久

居
藩
も
久

居
県
と
な
っ
た
。
１
８
７
２
明
治

５
年

の
記
録
で
は
「 

二
本

木
７
３
人
、
伊
賀

上

野
４
９
人
、
大

和
古

市

２
９
人
、(

合

計
１
５
１
人
）
右
３
ヶ
所

へ
差
し
置
き
申
し
候

」
と
あ
る
の
で
、
多

少

の
変

動
が
あ
っ
た
よ
う
だ
。
久

居

県
、
安
濃
津
県
は
三
重
県
に
編

入
、
久
居
藩
領
の
一
志

郡

二
本
木
は
久
居
県
を
経
て
度
会

県
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま

り
、
安
濃
津
藩
に
収
容
さ
れ
た
信
徒
の
取
り
扱
い
が
三
重
県
と
度
会
県
に
ニ
分
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。 

 
 

１
８
７
３
明
治
６
年
に
は
、
外
交
上

の
問
題
も
あ
っ
て
、
２
月
、
明
治
政
府
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁

制
の
高
札
を
撤
去
し
、

実
質
的
に
信
教

の
自
由
が
黙

認
さ
れ
た
こ
と
で
信
徒
を
釈
放
し
た
。
３
月
、
１
８
県
預
け
の
浦
上
キ
リ
シ
タ
ン
１
，
９
３

８
人
の
釈
放
と
帰

国
が
許
さ
れ
、
５
月
、
度
会

県

一
志

郡

二
本

木
預
け
７
３
人
、
６
月
、
三
重
県(

伊
賀

上

野
の
こ

と
か
？
）
預
け
５
１
人
を
長
崎

県

へ
引
き
渡
し
、
２
５
０
年

近
く
に
わ
た
っ
た
日
本

の
キ
リ
ス
ト
教
禁

止
政
策

に
終

止

符
を
打

っ
た
が
、
配
流
さ
れ
た
者
３
，
３
９
４
名
の
内
、
６
６
２
名

（約
２
割
）
が
命
を
落
と
し
た
、
と
い
う
。 

 
 

度
会

県

一
志

郡

二
本
木
に
お
け
る
収
容
は
１
８
６
９
明
治
２
年
１
２
月
か
ら
１
８
７
３
同
６
年
１
月
ま
で
の
３
年
２

ヶ
月
に
及
ん
だ
が
、
二
本

木
預
け
の
７
３
人
は
キ
リ
シ
タ
ン
禁

制
が
解
け
る
直
前

の
１
８
７
３
明
治
６
年
１
月
に
度
会

県
度
会

郡
山

田
町(

現
、
伊
勢
市
）
の
旧
御
師

（御
師

制
度
は
明
治
４
年
に
廃

止
さ
れ
て
い
る
）
山

田
大
路
篤
忠
よ
う

だ
お
う
じ 

あ
つ
た
だ

邸
に
滞
在

し
た
。
滞
在

期
間
は
約
４
ヶ
月
程
度
だ
っ
た
か
？
４
月
２
５
日
、
郷

里
に
向
か
っ
て
出
立
し
、

翌
５
月
２
０
日
に
浦
上
村

の
地
に
戻
っ
た
。(

２
０
０
９
橋
井
敏
彦
著

「 

大
村

の
歴
史
」
、
国
立

公
文
書
館
所
蔵

「 

三

重
県
史
料
」
）
。
そ
の
間
、
同
家
は
キ
リ
シ
タ
ン
ら
を
手
厚
く
も
て
な
し
た
と
い
う
が
、
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
達
は
そ
の
恩
を

忘
れ
ず
、
１
５
０
年
近
く
も
経
過
し
た
２
０
１
７
平
成
２
９
年
、
そ
の
感
謝

の
た
め
に
来
勢
し
た
と
い
う
。 
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な
お
、
信

徒
を
収
容
し
て
い
た
二
本

木
に
は
、
昭
和
１
５
年
に
大

三
伝
導

所
が
、
昭
和
２
２
年
に
は
大

三
教
会
が

建

設
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
大

三
教
会
は
久
居
新

生
教
会(

プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
）
に
合

同
し
た
。(
２
０
２
０
年
飯

田
良

樹
著 

「 

浦

上

切
支

丹
と
元
御
師

山

田
大
路
篤
忠

」
よ
り
）
。
こ
の
こ
と
は
、
信

徒

の
思
い
が
現
代
に
も
継
続

し
て
い
る
現
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

  
 

６
．
考
察 

  
 

こ
れ
ら
の
事
項
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
疑
問
を
も
っ
た
。 

Ｑ
１
：な
ぜ
、
津
藩
は
信
徒
た
ち
に
改
心
を
強
要
し
な
か
っ
た
の
か
？ 

Ｑ
２
：な
ぜ
、
開
放
帰
国
前
に
山

田

（現
伊
勢
市
）
に
移
送
さ
れ
た
の
か
？ 

Ｑ
３
：な
ぜ
、
山

田
大
路
篤
忠
宅
に
預
け
ら
れ
た
か
？ 

Ａ
１
：な
ぜ
、
津
藩
は
信
徒
た
ち
に
強
く
改
心
を
迫
ら
な
か
っ
た
の
か
？
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
、
ま
ず
、
各
藩
に
お
け
る

信

徒
た
ち
の
処
遇

の

一
旦
と
し
て
そ
の
死
亡
率
を
比
較
す
る
こ
と
で
取
締

り(

改

心

へ
の
強

要
）
の
厳
し
さ
が
分

か
る

の
で
は
な
い
か
？

一
概
に
死
亡
し
た
者
が
取
締
り
に
よ
る
も
の
か
は
判
別
で
き
な
い
け
れ
ど
、
多

少
の
指
標
に
は
な
る
よ

う
に
考
え
て
い
る
。 
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各
藩
に
預
け
ら
れ
た
人
数
と
そ
の
死
亡
者

の
割
合
に
つ
い
て
は
、
片

岡
弥
吉 

「 

片

岡
弥
吉
全
集

」
１ 

(

日
本
キ

リ
シ
タ
ン
殉
教
史
）
智
書
房 

２
０
１
０
年
Ｐ
．
４
３
６
～
７
よ
り
、
次
表
の
よ
う
に
調
べ
て
み
た
。
係
数
さ
れ
た
人
数
に
つ

い
て
は
文
献
に
よ
り
多

少
の
差
異
は
あ
る
の
で
概
略
を
把
握
す
べ
き
だ
ろ
う
。 

  
 

結

果
と
し
て
藩

別
に
み
る
と
、
津
藩
預
か
り
の
信
徒
た
ち
の
死
亡
率
は
、
他
藩
に
比
べ
て
特
徴
的
で
は
な
い
け
れ
ど

低
い
方
に
分
類
さ
れ
、
和
歌

山(

紀

州
）
藩
と
比
較
す
る
と
３
倍
も
の
開
き
が
あ
り
、
津
藩

（外
様
大
名
で
あ
る
け
れ

ど
も
、
譜
代
大
名
格

・
別
格
譜
代
で
あ
る
。
）
の
取
締
り
は
他
藩
と
比
較
し
て
厳
し
く
な
か
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
処
遇

の
度
合
い
と
徳

川
家
と
の
結
び
つ
き
と
に
関
係
が
あ
る
か
ど
う
か
に
関
し
て
は
、
最

大
値
は

和
歌

山(

紀

州
）
藩
で
あ
る
が
最

小
値
も
親

藩
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
徳

川
家
と
の
結
び
つ
き
の
強

さ(

幕
府

へ
の

忠
誠
心
）
が
改
心
を
迫

っ
た
過
酷
さ
と
因
果
関
係
が
あ
る
よ
う
に
も
思
え
な
い
。 
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預
か
り
人
員

の 
( 

 
 
)

内
数
字
は
、
受
取

以
前

の
途
中
死
亡
者
を
含
ま
な
い
人
数
。 

死
亡
欄
の 

( 
 
 

）
内
数
字
は
、
明
治
４
年
の
公
文
録
に
あ
っ
て
、
そ
の
後
の
資
料
を
見
な
い
人
数
。 
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一
方
、
津
藩
内
で
み
る
と
、
そ
の
差
は
大
き
く
、
二
本
木
は
２
．
７
％
と
際
立

っ
て
低
い
の
に
対
し
て
、
伊
賀

上

野
は

１
９
．
０
％
で
厳
し
い
レ
ベ
ル
に
位
置
し
て
い
る
の
で
、
藩

の
政
策

に
よ
る
も
の
で
も
な
か
っ
た
よ
う
に
推

測
で
き
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
？
し
か
も
二
本
木
は
安
濃
津

県
か
ら
久
居
県
を
経
て
度
会

県
に
変

更
さ
れ
て
い
る
の
で
、
二
本
木
で

の
寛

容

さ
は
、
各

収

容

施

設

の
管

理
者

の
意

向

に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
下

記

の

「 

旅
」
の
話

の
安

岡
県
令

の
至
せ
り
尽
く
せ
り
の
温
情
に
も
藩
や
政
府

の
施
策
で
は
な
い
何

か
、
人
間
性
を
感
じ
る

が
？
二
本
木

の
人

々
や
度
会

県
は
共
通
し
て
、
信

徒
た
ち
に
な
ぜ
、
寛
容
だ
っ
た
か
？
と
い
う
疑
問
に
つ
い
て
の
理
由

を
今

回
の
調
査
で
明
確
に
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
今
後
の
調
査
に
期
待
し
た
い
。 

  

Ａ
２:

な
ぜ
、
帰
国
直
前
に
二
本
木
か
ら
山

田
に
立
ち
寄

っ
た
の
か
？
に
関
し
て
、
昭
和
１
３
年
刊
行 

浦

川
和
三
郎

著 

「 

旅
」
の
話
～
浦
上
四
番
崩
れ
～(

２
０
０
３
年
西

田
健

三

口
語
訳
）
に
は
以
下
の
文
章
が
あ
る
。 

  
 

「 

旅
」
の
話
～

県
令
さ
ん
の
御
巡
視 

 

明
治
４
年
７
月
、
廃
藩

置
県

の
大

詔
が
渙

発
さ
れ
た
。
津
藩(
二
本
木

の
こ
と)

は
度
会

県
と
な
り
、
安

岡
良

亮
が

県
令(

県

の
長
官

＝
現
在

の
県
知
事
）
に
補

せ
ら
れ
、
尾
崎
、
厚
柴

の
両
人
が
大
参
事(

現
在

の
副
知
事
）
と
し
て
赴

任
し
た
。 
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「 

県
令

さ
ん
が
御

巡
視
に
な
る
。
室

の
内

外
は
綺

麗
に
掃
除
し
、
服
装
も
正
し
く
し
て
、
い
つ
御

用
と
言

っ
て
来
て

も
出
ら
れ
る
だ
け
の
用
意
を
し
て
居
れ
。J

と
言
う
命
令
が
達
せ
ら
れ
た
。
旧
幕
府
時
代
に(

罪)

人
と
な
っ
た
彼
等
、

し
か
も
収
容

所
に
囚
わ
れ
て
維
新

当
時

の
目
ま
ぐ
る
し
い
変

化
も
目
撃
し
て
居
な
い
彼
等
だ
。
県
と
言
う
も
の
は
何

だ
ろ
う
か
、
県
令

さ
ん
と
言
え
ば
余
程
威

風
堂

々
た
る
も
の
だ
ろ
う
、
と
語
り
合

っ
て
居
る
と
、
や
が
て
手
軽
な
洋

服

で
巡
視
に
来
た
の
は
尾
崎
大
参
事
で
あ
っ
た
。
一
通
り
巡
視
が
済
ん
で
か
ら
、
尾
崎
は
、
一
同
を
役

所
の
大
広

間
に

集
め
た
。 

 

「 

自

分
は
度
会

県
の
山

田
か
ら
来
た
尾
崎
大
参
事
で
、
お
前
等
が
ど
ん
な
生
活
を
し
て
居
る
か
、
視
察
に
来
た
も

の
で
あ
る
。
も
う
少
し
何
と
か
し
て
居
る
か
、
と
思

っ
て
居
た
の
に 

こ
ん
な
粗

末
な
所
に
置
か
れ
て
、
何
ぼ
不
自

由
で

あ
ろ
う
。
食

物
や
寝

具
等
に
就
い
て
困
る
所
が
あ
る
な
ら
ば
、
山

田
の
町
に
度
会

県
庁
が
あ
る
か
ら
、
遠
慮
な
く
願

い
出
る
が
よ
い
。
い
つ
ま
で
も
、
お
前
等
を
こ
う
し
て
置
く
積
も
り
で
は
な
い
。
そ
の
う
ち
に
山

田
の
方

へ
引
き
取
る
こ
と

に
す
る
か
も
知
れ
ぬ
。
今
度
始
め
て
の
こ
と
で
、
何

の
土
産
物
も
持
参
し
な
か
っ
た
の
は
、
実
に
気

の
毒
で
あ
っ
た
。
」 

と
言

っ
て
菓

子
を
少

々
贈
ら
れ
た
。
一
同
は
県
当

局
者

の
寛

厚
で
、
平

民
主
義
な
の
に
感

泣
し
た
。
庄

屋
を
以
て
、

各

戸
自
炊
と
衣
服
の
支
給
、
寝
具
の
修
繕
、
と
を
願
い
出
る
と
早
速
聞
き
届
け
と
な
っ
た
。 
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「 
旅
」
の
話
～

山
田
に
移
る 

  

明
治
６
年
、
彼
等
は
果
た
し
て
山

田
に
引
き
取
ら
れ
、
薩
摩

屋
敷
に
置
か
れ
た
。
そ
れ
か
ら
は
出

入
が
余
程
自

由

に
な
り
、
日
傭
稼
ぎ
も
許
さ
れ
る
し
、
鑑
礼
を
願
っ
て
置
く
と
行
商
に
さ
え
出
ら
れ
る
。
川
を
越
え
よ
う
と
橋
を
渡
ろ

う
と
、
渡
し
賃

一
つ
も
取
ら
れ
る
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
３
泊

の
鑑
礼
を
願

っ
て
交

々
こ
も
ご
も

大
阪

へ
走

り
、
秘
蹟(

キ
リ

ス
ト
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
恩
恵
を
受
け
る
手
段)

を
授

か
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
「 

隠
れ
た
る
よ
り
顕
わ
れ
る
は
な

し
。
」
で
、
い
つ
し
か
そ
の
事
が
ば
れ
て
来
た
。 

 

役
人 

 

「 

御
前
等
は
何

の
用
が
あ
っ
て
、
始
終
、
大
阪
へ
行
く
の
か
。
」 

 

信
徒 

 

「 

国
か
ら
手
紙
が
来
て
居
り
ま
す
か
ら
、
そ
れ
を
受
け
取
り
に
行
き
ま
す
。
」 

 

役
人 

 

「 

分
か
る
か
。
」 

 

信
徒 

 

「 

ハ
イ
、
大
抵
は
分
か
り
ま
す
。
」 

と
、
お
茶
を
濁
し
て
も
、
役
人
は
更
に
追
究
し
よ
う
と
は
せ
ぬ
の
で
あ
っ
た
。 

 

い
よ
い
よ
帰
国
、
と
言
う
こ
と
に
な
る
と
、
安
岡
県
令
は

一
同
を
呼
び
出
し
た
。 

 

安
岡 

「 

今
度
い
よ
い
よ
、
お
前
等
を
長
崎
県
に
引
き
渡
す
こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
今
ま
で
親
と
な
り
子
と
し 

 
 
 
 
 
 
 

て
居
た
の
だ
か
ら
、
自
づ
と
懐
し
く
覚
え
ら
れ
て
な
ら
ぬ
。
帰
国
を
思
い
止
っ
て
、
こ
の
ま
ま
留
る
気
は 
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な
い
か
。
」 

 

信
徒 

 

「 

留
め
て
さ
え
下
さ
い
ま
す
れ
ば
留
ま
り
ま
し
ょ
う
。
」 

 

安
岡 

 

「 

し
か
ら
ば
、
留
ま
り
た
い
者
だ
け
書
き
出
す
こ
と
に
せ
よ
。
」 

留
ま
る
と
言
う
者
が
３
０
名
、
帰
る
と
言
う
者
が
４
０
余
名
で
あ
っ
た
。
そ
の
旨
を
答
申
し
た
。 

 

安
岡 

 

「 

留
ま
る
者
が
４
０
余
名
で
、
帰
る
者
が
３
０
名
、
と
言
う
な
ら
ば
留
め
置
い
て
も
よ
い
が
、
留
ま
る
者
が 

 
 
 
 
 
 
 

３
０
名
と
あ
っ
て
は
、
後
で
遺
憾
に
思
い
、
『 

一
緒
に
帰
れ
ば
よ
か
っ
た
に
！
』
と
口
惜
し
が
ら
ぬ
に
も 

 
 
 
 
 
 
 

限
ら
な
い
か
ら
、
一
応
帰
国
し
た
上
で
、
来
た
い
者
は
更
に
出
直
し
て
来
る
が
よ
い
。
」 

と
言

っ
た
。
よ
っ
て
、
取
り
急
ぎ
旅
装
を
整
え
帰

国
の
途
に
就
い
た
。
安

岡
は
自
身

、
山

田
か
ら
２
里
ば
か
り

も
隔
て
た
松
阪
ま
で
見
送
り
、
別
れ
に
臨
ん
で
、 

 

安
岡 

 

「 

お
前
等
は
、
勝
利
の
旗
を
押
し
立
て
て
帰
る
訳
じ
ゃ
。
し
か
し
、
そ
う
し
て
意
気
揚

々
と
帰

っ
て
は
宗 

 
 
 
 
 
 
 

旨
に
障
る
。
ど
う
か
、
大

人
し
く
神
妙
に
し
て
行

っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
が
自
分
の
名
誉
で
あ
り
、
お 

 
 
 
 
 
 
 

前
等

の
名
誉
で
も
あ
る
。
」 

と
親
が
子
を
諭
す
が
如
く
、
ね
ん
ご
ろ
に
注
意
を
与
え
た
。 

５
月
２
０
日
、
郷
里
の
土
を
踏
ん
だ
。 

総
員
７
５
名
／
改
心
帰
還
ナ
シ
／
不
改
心
帰
還
７
６
名
／
死
亡
６
名
／
生
児
７
名 

 
 

帰

国
後
２
年
、
安

岡
県
令

は
尾
崎
、
厚
柴
と
共
に
白

河

県

（熊

本
）
に
転

任
し
、
態

本

か
ら
わ
ざ
わ
ざ

尾
崎
を
遣
わ
し
て
信
徒
を
訪
問
さ
せ
た
。 
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ま
た
、
２
０
０
９
年
橋
井
敏
彦
著

「 

大
村(

二
本
木
）
の
歴
史

～
大
村

切
支

丹
～
」
に
は
、
上
記
、
「旅
」
の
話
を
基

に
し
て
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。 

 

明
治
６
年
に
浦
上
の
人

々
は
山

田(

現
伊
勢
市
）
に
移
さ
れ
る
。 

信

徒
を
山

田
に
引
き
取

っ
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
県

か
ら
の
届
書
が
残

っ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
「 

大
村
は
山
間
僻

地
な
の
で
見
聞
も
乏
し
く
働
き
ロ
も
な
い
、
せ
っ
か
く
改

心
し
た
者
も
仲

間

の
勧

誘
で
も
と
に
戻

っ
て
し
ま
う
恐
れ

が
あ
り
、
さ
ら
に
遠

隔
地
な
の
で
番

人
も
必
要
、
役

人
が
往
復
す
る
に
も
費

用
が
か
か
る
な
ど
、
無

駄
な
出
費
も

多
い
、
こ
の
際
、
山

田
へ
転
居
さ
せ
た
の
で
届
け
て
出
る
。
」 

 

 

と
い
う
主
旨
が
書

か
れ
て
い
る
。
「 

旅

の
話
」
に
あ
る
、
信
徒
た
ち
が
不
自

由
で
あ
ろ
う
か
ら
山

田
に
引
き
取
る
と
い

う
信

徒

向
け
へ
の
言
葉
と
は
、
異
な
っ
た
内
容
で
あ
る
。
不
自

由
は
不
自

由
で
も
、
信

徒
た
ち
が
で
は
な
く
、
管

理
す

る
役
人
に
と
っ
て
不
自
由
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

帰

国
を
前

に
し
た
二
本

木
収
容
に
信

徒
た
ち
に
度
会

県
は
す
こ
ぶ
る
寛
容
な
態
度
で
接
し
て
い
た
よ
う
に
思
わ
れ

る
文
章
で
あ
る
が
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
多

少
の
注
釈
を
施
す
と
、 

 
 

文
中
、
安

岡
良
亮
が
県
令
に
補

せ
ら
れ
、
尾
崎
、
厚
柴

の
両
人
が
大
参
事
と
し
て
赴
任
し
た
、
と
の
記
述
が
あ
る

け
れ
ど
、 
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安
岡
良
亮 

略
歴 

生
没 

１
８
２
５
文
政
８
～
１
８
７
６
明
治
９
年
。
江
戸
時
代
後
期(

幕
末
）
の
土
佐
藩
郷
士
、
迅
衝
隊
士
。
明
治

時
代
前
期
の
官
僚
、
白
川
県
令
、
熊
本
県
令
で
あ
る
。
初
名
は
良
徴
。
字
は
士
徴
。
通
称
は
亮
太
郎
。
号
は
十

洲
。
戊
辰
戦
争

の
際
、
近
藤
勇
を
捕
縛
し
斬
首
し
た
功
が
あ
る
。
大
東
亜
戦
争

の
際
、
終
戦
詔
勅
の
起
草
文
を

刪
修
し
た
陽
明
学
者

・安
岡
正
篤

の
曾
祖

父
に
あ
た
る
。
新
政
府
に
仕
え
、
１
８
６
９
明
治
２
年
、
弾

正
少
忠
、

弾

正
大
忠
、
１
８
７
０
明
治
３
年
、
集
議
員
判
官
、
１
８
７
１
明
治
４
年
民
部
少
丞
、
８
月
以
降
、
高
崎
県
大
参

事
、
群

馬
県
権
参
事
、
群

馬
県
参
事
、
度
会
県
参
事(

明
治
４
年
１
２
月
～
６
年
５
月
）
を
歴
任
。
１
８
７
３
明
治

６
年(

６
月
以
降
）
、
白
川
県
権
令
に
就
任
し
て
熊
本
に
着
任
、
１
８
７
５
明
治
８
年
に
は
白
川
県
令
、
１
８
７
６
明

治
９
年
熊
本
県
令
に
な
る
。 

 
 

慶
応
４
年
に
度
会
府
が
発
足
し
た
時

の
知
事
は
橋
本
実
梁
で
、
就
任
慶
応
４
年
７
月
～
退
任
明
治
２
年
７
月
。

そ
の
後
、
度
会
県
に
な
っ
て
初
め
て
の
知
事
も
橋
本
で
就
退
任
明
治
２
年
７
月
～
４
年
１
１
月
、
そ
の
後
の
度
会
県

県
令(

＝
知
事
）
も
橋
本
が
引
き
継
ぎ
、
就
退
任
は
明
治
４
年
１
１
月
～
５
年
２
月
で
あ
る
。
そ
の
時

の
「 

参
事
」
が

安
岡
良
亮
で
就
退
任
明
治
４
年
１
２
月
～
６
年
５
月
と
の
記
載
が
あ
る
の
で
、
信
徒
が
開
放
さ
れ
た
明
治
６
年
４
月

当
時
は
、
安
岡
良
亮
は
「 

参
事
」
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
時

の
権
参
事
は
下
山 

尚
で
就
退
任
は
明
治
４
年
１
１
月

～
８
年
１
２
月
で
あ
っ
た
の
で
、
「 

尾
崎
、
厚
柴
大
参
事
」
の
記
述
も
錯

誤
が
あ
る
よ
う
だ
。
囚
わ
れ
の
身

か
ら
見
る
と

偉
い
役
人
で
あ
っ
た
安
岡
参
事
を
県
令
、
そ
の
部

下
の
尾
崎
、
厚
柴

の
両
人
を
大
参
事
と
呼
称
す
る
な
ど
、
誤
解
が 
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あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？ 

 
 

取
締
り
を
新
た
に
担
当
し
た
度
会

県
と
し
て
も
、
収
容
先

の
二
本
木
は
県
庁

か
ら
の
遠

隔
地
で
あ
り
、
与
え
た
い

仕
事
も
な
い
よ
う
な
僻
地
で
あ
っ
た
た
め
、
面
倒
を
み
る
の
に
問
題
が
多

か
っ
た
と
い
う
事
情
が
大
き
か
っ
た
よ
う
に
推

測
は
で
き
る
が
、
な
ぜ
、
度
会

県
は
帰
国
直
前

に
二
本
木
に
抑
留
さ
れ
て
い
た
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
達
に
対
し
て
、
寛
大

な
態
度
で
彼
ら
の
居
留
を
許
し
た
の
か
、
ま
た
、
度
会

県
は
信

徒
た
ち
を
す
こ
ぶ
る
寛
容
な
態
度
で
接
し
て
い
た
の
は

何
故
か
と
い
う
疑
問
が
出
る
。 

 
 

そ
の
答
え
と
し
て
、
「 

旅

」
の
話

～
山

田
に
移
る
の
安

岡

の
帰

国
前

の
キ
リ
シ
タ
ン
達
に
言

っ
て
聞

か
せ
た
次

の
言

葉
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
？ 

 
 

「 

お
前

等

は
、
勝

利

の
旗

を
押

し
立

て
て
帰

る
訳

じ
ゃ
。
し
か
し
、
そ
う
し
て
意

気

揚

々
と
帰

っ
て
は
宗 

 
 
 
 
 
 

旨
に
障
る
。
ど
う
か
、
大

人
し
く
神
妙
に
し
て
行

っ
て
も
ら
い
た
い
。
そ
れ
が
自

分

の
名
誉
で
あ
り
、
お
前
等

の
名
誉
で

も
あ
る
。
」 

 
 

帰

国
寸
前

の
時

期

か
ら
推

測
す
る
と
、
日
本
政
府
は
キ
リ
ス
ト
教
に
対
抗

す
る
国
家

神
道

の
普

及
を
考
え
て
い

た
半
面
、
海

外
諸
国
の
圧
力
に
よ
り
キ
リ
ス
ト
教

の
解
禁
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
情
勢
で
あ
っ
た
た
め
、
キ
リ
ス
ト

教
信
者

の
勢
い
が
増
す
こ
と
を
恐
れ
た
明
治
政
府

か
ら
任
命
さ
れ
た
橋
本
県
令(

元
公
家

）
、
安

岡
参
事(

元
土
佐

藩
郷

士
）
は
そ
の
背
景
を
充
分
、
理
解
し
て
い
て
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
帰
国
が
そ
の
一
端
を
担
わ
な
い
よ
う
に
、
信
徒

た
ち
と
寛
容
に
付
き
合

っ
た
の
は
な
い
だ
ろ
う
か
？ 
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Ａ
３:

度
会

県
と
し
て
、
二
本
木
の
「 

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
達
７
０
人
余
を
収
容
す
る
山

田
町
の
場
所
と
し
て
、
な
ぜ
、

山

田
大
路
篤
忠

宅
が
選
択
さ
れ
た
の
か
？
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を
語
る
資

料
は
な
い
が
、
そ
の
疑
問
を
探

る
た
め
、

ま
た
、
御
師
と
し
て
の
山

田
大
路
家
に
つ
い
て
の
興
味
も
あ
り
、
ま
ず
は
山

田
大
路
篤
忠
が
記
載
さ
れ
て
い
る
、
明
治

４
年
に
御
師
が
廃

止
さ
れ
た
最

後

の
状
態
を
記
録
さ
れ
た
も
の
と
し
て
参

照
で
き
る
明
治
１
２
年
作
成

の
「 
旧
師

職
総

人
名
其
他
取
調
帳
」
（
以
下
、
取
調
帳
）
を
み
て
み
る
。 

  
 

な
お
、
外
宮
前

の
町
は
古
来
、
「 

山

田
」
と
書
い
て
「 

よ
う
だ
」
と
読
ん
で
い
た
の
で
山

田
大
路
は
「 

よ
う
だ
お
う

じ
」
と
読
む
の
が
正
し
い
だ
ろ
う
。 

  
 

山

田
大
路
篤
忠
家
は
御
師
と
し
て
、
そ
の
主
な
配
札

国
が
薩
摩

・
大

隅

・
日
向
で
あ
っ
た
た
め
に
「 

薩
摩

大
夫

」

と
も
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
、
前
述
、
「 

旅
」
の
話
の
「 

山

田
に
引
き
取
ら
れ
、
薩
摩

屋
敷
に
置
か
れ
た
。
」
の
薩
摩

屋
敷

は
篤
忠
家
で
あ
っ
た
と
確

認
で
き
る
。
し
か
し
、
浦

上
と
の
直
接
的
な
師
檀

関
係
は
見
い
出
せ
な
い
の
で
、
旧
来

の
配

札
国
と
の
関
係
で
同
家
が
選
択
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
よ
う
だ
。 

 
 

山

田(

外
宮
）
地
区
の
神
官

の
家
格
は
、
神
宮
家
を
筆
頭
に
、
権

禰
宜
家
、
三
方
家(

三
方
年
寄
家
）
、
年
寄
家
、

(

平
）
師
職
家

（師
職
年
寄
）
の
５
階
級
が
あ
っ
た
。
家

格

か
ら
は
篤
忠
家
が
本
家
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
本
家

・
分
家

と
の
関
係
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
？ 
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「 
旧
師
職
総

人
名
其
他
取
調
帳
」
（ 

以
下
、
取
調
帳
）
に
は
３
人
の
山

田
大
路
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

山

田
大
路 

康
千
代 

山

田
大
路 

元
安 

山

田
大
路 

篤
忠 

 

山

田
大
路 

三
大
夫 

御
炊 

左
大
夫 

御
炊
大
夫 

主
祓
名 

豊

川
町 

８
番
地 

篤
忠
付 

豊

川
町 

１
０
６
番
地 

豊

川
町 

８
番
地 

住
所 

師
職
年
寄 

（１
８
６
家

の
一
） 

平
民 

年
寄
家 

（１
１
９
家

の
一
） 

平
民 

三
方
年
寄
家 

（４
２
家

の
一
） 

士
族 

家
格 

無
職 

外
宮
宮
掌

大
内

人 

飯
高 

神
戸
司 

位
職 

無 

正
六
位 

正
六
位 

被
叙 

無 

四
国 

薩
摩

・大
隅 

・
日
向 

主
配
札
国 
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神
宮

文
庫
蔵

「 

山
田
大
路
家
系
図
」 

 
 

伊
勢
市
立
図
書
館
か
ら
神
宮

文
庫
に
、
「 

山

田
大
路
家

系
図
」
が
あ
る
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
の
で
、
敷
居

の
高
い
同
所
に
て
閲
覧
初
体
験
を
し
て
き
た
。 

 
 

本
書
に
は
明
確
な
記
載
は
な
い
け
れ
ど
、
山

田
大
路
家
に
は
、
本
家
と
思
わ
れ
る
「 

御
炊
み
か
し
き

大
夫
家
」
、
分

家
と
考
え
ら
れ
る
「 

左
大
夫
家
」
と
「 

三
大
夫
家
」
の
３
家
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
記
載

の
順
番
か
ら
考
え
て
、
分

家
と
し
て
の
順
位
は
「 

左
大
夫
家
」
が
上
位
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

無
表
記
家
（本
家
御
炊
大
夫
家
）
（  

 
 

は
後
述
） 

元
時

∇
元
秀

（１
４
２
２
応
永
２
９
年
に
御
炊
奉
行
）
∇
度
会

元
長

∇
元
世

（１
４
７
１
文
明
３
年
山

田
大
路
御

炊
大
夫
）
∇
∇
元
泉

（１
５
１
６
永

正
１
３
年
没
）
∇
元
継

（１
５
７
３
天
正
元
年
没
）
∇
元
貞

（１
５
７
６
天
正
４
年

没
）
∇
元
直

（１
５
８
７
天
正
１
５
年
没
才
八
）
∇
元
郷

（美
作
１
６
３
８
寛
永
１
５
年
没
）
∇
元
宣

（美
作
１
６
７
４

延
宝
２
年
没
）
∇
元
信

（１
６
８
３
天
和
３
年
没
）
∇
元
親

（１
７
０
８
宝
永
５
年
没
）
∇
元
茂

（橋
村
恵

正
男
１
７

５
５
宝
暦
５
年
没
）
∇
元
輔

（１
７
９
５
寛
政
７
年
没
）
∇
∇
矩
守

（河

辺
家
１
８
０
４
文
化
元
年
没
）
∇
都
盛

（別

称
蔵

人 

１
８
１
０
文
化
７
年
没
）
∇
∇
篤
忠
Ａ
（実
者

同
姓
親
彦
長
男
） 
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三
大
夫
家 

元
清

（１
６
２
７
寛
永
４
年
没
）
∇
元
忠

（１
６
０
０
慶
長
５
年
没
）
∇
絶
家

∇
親
彦

（三
大
夫
家
嗣
再
興 

陸
奥
）

∇
飯
高
健
次
郎

∇
篤
忠
Ｂ
（
＝
家

系
図
に
記
載
は
な
い
け
れ
ど
、
「 

康
千
代
」
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。
） 

左
大
夫
家 

忠
良

（１
５
７
５
天
正
３
年
没
）
∇
元
義

∇
元
世

（前
述

同
名
異

人
）
∇
元
孝

∇
元
直

（前
述

同
名
異

人
） 

∇
元
澄

∇
元
理

∇
元
俊

∇
元
寛

＝
元
常

∇
（家

系
図
に
記
載
は
な
い
け
れ
ど
、
「 

元
安
」
が
い
た
は
ず
で
あ
る
。
） 

 

明
治

の
山

田
大
路
３
名
に
つ
い
て
、
資
料
を
ま
と
め
て
み
る
。 

山
田
大
路
篤
忠 

本
家
御
炊
大
夫
家  

篤
忠

の
経
歴
を
考
え
る
に
当
た
っ
て
は
、
父
親
、
親
彦
の
こ
と
か
ら
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

山

田
大
路
恵
美

子
著

「 

山

田
大
路
親
彦
の
生
涯
に
思
い
を
馳
せ
て
」
に
よ
る
と
、
親
彦
は
１
８
１
５
文
化
１
２
年

７
月
２
５
日
、
伊
勢

国
飯
高

郡
神
戸
村

田
原

（現
、
松
阪
市

田
原
町
）
に
、
父
飯
高
雄

一
郎

の
次
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
幼
名
を
二
郎
、
の
ち
に
乾
次
郎
、
さ
ら
に
親
彦
と
改
め
た
。
そ
の
彼
が
山

田
大
路
本
家
御
炊
大
夫
家

か
ら
跡
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継
ぎ
を
望
ま
れ
た
の
は
１
８
４
８
嘉
永

元
年
１
１
月
、
乾
次
郎
と
名
乗
っ
て
い
た
３
４
歳

の
時
で
あ
っ
た
と
い
う
。
中
西

正
幸
著

「 

山

田
大
路
親
彦

（
一
・
二
）
」
に
よ
る
と
、
飯
高
家
は
長
男

の
一
郎
が
牧

戸
家
を
継
い
だ
た
め
に
、
一
時
、

飯
高
家
を
親
彦
が
継
承
し
た
が
、
山

田
大
路
家

か
ら
望
ま
れ
嗣
と
な
っ
た
の
で
、
飯
高
家
は
三
男
代
次
郎
が
継
承

し
た
と
い
う
。
田
中
豊
著

「 

山

田
大
路
篤
忠
さ
ん
に
こ
と
」
に
よ
る
と
、
山

田
大
路
家
は
古
来
、
建
築
を
彩
る

「 

丹
」
の
元
に
な
る
水
銀
を
扱
い
栄
え
た
の
で
、
そ
の
産
地
で
あ
っ
た
飯
高
家
と
縁
が
深
か
っ
た
と
い
う
。 

 
 

本
家
御
炊
大
夫
家
は
篤
忠

の
先
代
で
当
た
る
「 

蔵

人
」
（都
盛

の
別
称
）
が
河

辺
家

（大
宮

司
家
）
に
復
籍
し
た

た
め
に
１
８
３
５
天
保
６
年
３
月
か
ら
１
８
４
８
嘉
永

元
年
１
１
月
ま
で
１
３
年
間
、
無
住
と
な
っ
て
い
た
の
を
親
彦
が

継
承
し
た
か
っ
た
が
、
本
家
は
三
方
年
寄
家
で
あ
っ
た
た
め
に
伊
勢

の
以
外
の
土
地
か
ら
来
た
も
の
は
そ
れ
を
継
承
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
山

田
大
路
数
馬
が
預
か
っ
て
い
た
三
大
夫
家
を
再
興
し
、
そ
れ
を
継
承
し
て
、
本
家

の
家
務
に

当
た
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
経
緯
か
ら
親
彦
は
神
宮
職
に
も
就
け
ず
、
御
師

の
職

の
み
で
家
勢
を
挽

回
し
た
と
い
う
。
そ

れ
に
関
連
し
て
取
調
帳
に
よ
る
と
、
篤
忠

の
位
職
は
「 

飯
高
神
戸
司
」
と
な
っ
て
い
て
、
神
宮

の
位
職
に
関
し
て
の
知

識
は
な
く
明
確
な
こ
と
は
わ
か
ら
な
い
が
、
篤
忠

の
代
と
な
っ
て
も
神
宮
職
に
は
就
け
な
か
っ
た
可
能
性
を
感
じ
る
。
こ

の
こ
と
で
御
師
廃

止
後
、
篤
忠
は
別
な
職
業
を
模
索
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
？
反
面
、
左
大
夫
家

元
安
は
三
方

年
寄
家
で
は
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
家

系
が
神
宮
職
で
継
続
で
き
た
た
め
に
神
宮
職
に
就
け
た
と
い
う
こ
と
な
の
か
？ 

 
 

そ
し
て
、
親
彦
は
１
８
６
２
文
久
２
年
１
月
１
５
日
、
満
３
歳
に
な
っ
た
長
男
篤
忠
に
本
家
を
相
続
さ
せ
、
１
５
年
に

亘
る
家
務

か
ら
開
放
、
１
８
７
０
明
治
３
年
２
月
２
０
日
享
年
５
６
歳
で
没
し
た
。
墓
は

一
之
木
町
新
墓
に
あ
る
。 
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従

っ
て
、
家

系
図
の
本
家
篤
忠
Ａ
と
三
大
夫
家

の
篤
忠
Ｂ
は
同

一
人
物
で
あ
る
。
ま
た
三
大
夫
家
家

系
図
の

「 

親
彦
」
の
脇
線
が
あ
る
「 

飯
高
健
次
郎
」
は
「 

親
彦
の
旧
名 

飯
高
乾
次
郎
」
と
解
釈
す
べ
き
か
？ 

 
 

篤
忠
は
、
１
８
５
９
安
政
６
年
に
生
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
を
受
け
入
れ
た
明
治
６
年
で
は

「 

１
４
歳
」
で
し
か
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、
医
師
と
な
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
を
習
得
す
る
に
時
間
的
な
余
裕
は
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
な
ぜ
、
本
家
を
継
承
せ
ず
松
阪
に
移
住
し
た
の
か
、
理
由
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
こ
の
時
期
、
廃
業
し
た
多

く
の
御
師
た
ち
は
再
び
神
宮
職
に
就
い
た
も
の
が
多
く
は
い
た
が
、
三
日
市
大
夫
や
龍
大
夫
の
よ
う
に
御
師

の
形
態

を
引
き
継
ぎ
、
旅
館
業
を
行
う
者
も
い
た
。
け
れ
ど
、
そ
の
例
は
考
え
て
い
る
以
上
に
多
く
は
な
い
。
祓
名
を
町
宿
に

譲

っ
て
、
元
来
、
高
か
っ
た
教
養
を
生
か
し
て
医
師
や
役
人
、
教
育
者

・学
者
な
ど
の
職
業
に
就
い
た
御
師
が
多
く
い

た
。
（独
自

調
査
推
計
に
よ
る
と
、
御
師

の
廃
業
後
の
職
業
は
、
神
宮
職
５
０
％
、
商
業
１
７
％
、
教
育

・学
者
１
１
％
、

役
人
９
％
、
医
師
７
％
、
書
画
人
７
％
く
ら
い
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？
）
。
篤
忠
も
医
師
と
な
っ
た

一
人
だ
っ
た
か
も
知

れ
な
い
。
篤
忠

の
孫

の
田
中 

豊

氏
が
書
い
た
「 
氏
が
氏
を
呼
ぶ
」
、
「 

山

田
大
路
篤
忠
さ
ん
の
こ
と
」
に
よ
る
と
、
篤

忠
は

一
志

郡
中
川
村

（現
在
嬉

野
町
中
川 

近
鉄
線
伊
勢
中
川
駅
付
近
）
で
村

医
を
し
て
い
た
が
、
晩
年
は
飯
高

家

の
本
拠
地
、
松
阪
市

田
原
町

（
旧
、
飯
高

郡
神
戸
村

田
原 

近
鉄
線
東
松
阪
駅
付
近
）
辺
り
に
あ
っ
た
妻

の
実

家
に
身
を
寄
せ
て
余
生
を
送

っ
た
。
篤
忠
に
と
っ
て
居
心
地
の
良
い
郷
里
、
田
原
付
近
で
晩
年
を
過
ご
し
た
か
っ
た
の

か
も
知
れ
な
い
。
１
９
３
５
昭
和
１
０
年
４
月
２
２
日
享
年
７
６
歳
で
死
亡
し
た
。
墓
は
田
原
町
に
近
い
垣
鼻

町
の
信

楽
寺
に
あ
る
。
同
時
に
伊
勢
市

の
新
墓
に
も
あ
る
が
、
享
年
は
同
年
月
２
０
日
と
刻
字
さ
れ
て
い
る
。 
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平
成
２
４
年
版
伊
勢
市
史
に
は
、
（信
徒
を
送
り
出
し
た
数
カ
月
後
、
）
明
治
６
年
１
２
月
に
至
っ
て
度
会
県
で
は

宮
崎
語
学
校

（
旧
、
宮
崎
文
庫
）
の
仮
講
習
所
を
下
馬
所
前

野
町

「 

山

田
大
路
篤
忠
」
邸
に
発
足
し
た
、
と
い
う

記
載
が
み
ら
れ
る
が
、
別
の
資
料
で
は
、
「 

山

田
大
路
篤
丸
」
邸
と
い
う
記
載
も
見
ら
れ
る
。
取
調
帳

の
篤
忠

の
記

述
に
は
、
通
称

「 

篤
丸
」
、
元
通
称

「 

篤
忠
」
と
書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
使
い
分
け
て
い
た
の

か
？
こ
れ
ま
で
の
養

子
縁
組
は
神
宮
職

の
家
柄
間
で
行
わ
れ
て
お
り
、
神
宮
職
に
就
い
て
い
る
時
は
旧
姓
で
、
御
師
と

し
て
活
動
す
る
こ
の
場
合
は
「 

山

田
大
路
」
姓
を
名
乗
る
と
い
う
習
慣
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
文
面
か
ら
解
釈
す
る
と
、

元
の
名
前

（本
名

？
）
は
山

田
大
路
篤
忠
で
、
御
師
と
し
て
の
「 

通
称
」
が
山

田
大
路
篤
丸
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
？

従

っ
て
、
篤
忠
邸
は
講
習
所
に
対
応
で
き
る
収
容
力
が
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
が
、
既
に
御
師
を
辞
め
て
か
ら
の

話
な
の
で
、
正
確
に
言
う
と
、
場
所
を
提
供
し
た
の
は
「 

篤
忠
」
で
、
屋
敷

の
名
前
は
旧
師
職

山

田
大
路

「 

篤
丸
」

邸
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。 

山
田
大
路
康
千
代 

三
大
夫
家 

 
 

系
譜
は
不
明
だ
が
、
「 

山

田
大
路
親
彦
の
生
涯

・
・
」
に
よ
る
と
本
家
御
炊
大
夫
家
は
親
彦
の
長
男
篤
忠
が
継

承
し
、
三
男
芳
康
が
飯
高
家
を
、
四
男

田
鶴
若
が
三
大
夫
家
を
継
承
し
た
と
あ
る
の
で
、
そ
の
田
鶴
若

の
別
称
が

康
千
代
で
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
か
？
田
鶴
若
は
墓
誌
に
よ
る
と
１
８
６
６
慶
応
２
年
生
ま
れ
で
、
明
治
４
年
御
師
廃

止
頃
は
ま
だ
５
～
６
歳
で
あ
っ
た
。
１
９
４
３
昭
和
１
８
年
没
享
年
７
８
歳
と
あ
る
。
墓
は
親
彦
と
同
じ
新
墓
に
あ
る
。 
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山
田
大
路
元
安 

左
大
夫
家 

左
大
夫
家
に
関
し
て
の
資
料
ほ
と
ん
ど
な
い
の
で
、
検
索
で
き
る
事
項
を
述
べ
る
に
留
ま
る
。 

 
 

平
成
２
４
年
版
伊
勢
市
史

の
「 

明
治
４
年
改

正
の
（神
宮

の
）
職
制
と
職
員
」
に
よ
る
と
、
神
宮

の
職
員
と
し
て
、

職
名

：両
宮
権
主
典
、
位
階

：
正
九
位
相
当
、
職
務

：掌
同
主
典
で
両
宮
各
１
５
名
の
一
人
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

(

い
わ
ゆ
る
明
治
４
年
の
神
宮
改
革
に
よ
り
、
旧
来
の
神
宮
神
職
は

一
度
解
職
さ
れ
、
位
階
を
返
上
し
て
、
改
め
て
雇

用
さ
れ
、
位
階
を
与
え
ら
れ
た
。
） 

 
 

明
治
１
３
年
に
春
慶
塗
り
の
片
岡
善
兵
衛
ら
１
０
人
と
と
も
に
、
参
宮
客
を
見
越
し
て
「 

勧

工
場
」
と
呼
ぶ
物

品
陳

列
場
を
街
道

沿
い
の
祖
霊
社
内(
岡
本

町
）
に
設
立
し
た
。
「 

勧

工
場
」
は
大
阪
で
は
「 

勧
商
場
」
と
呼
ば
れ

て
お
り
、
明
治
１
７
、
１
８
年
ご
ろ
に
開
設
さ
れ
た
の
が
最
初
と
伝
え
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
地
で
の
開
設
は
早
く
、
近
世

以
来
、
参
宮
客
を
相

手
に
生
業
を
営
ん
で
き
た
関
係
者

の
間
に
、
時
代
を
先
取
り
し
よ
う
と
す
る
面
目
が
窺
わ
れ

る
。
伊
勢
度
会

人
物
誌
に
は
、
別
称
は
琴
泉
で
あ
り
、
和
歌
を
嗜
む
教
養

人
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

分
家

「 

左
大
夫
家
」
は
長
男

元
寛
あ
る
い
は
次
男

元
常

の
男

「 

元
安
」
が
継
承
し
た
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。 

  
 

１
９
８
４
年

（財
）
伊
勢

文
化
会

議
所

「 

山

田
惣
絵

図
」
の
解
説
書
に
よ
る
と
、
山

田
大
路
家
は
元
、
服
部
姓
北

部
と
称
し
た
が
、
後
に
山

田
大
路
と
改
め
、
山

田
三
方
、
外
宮
高
宮
物
忌
職
を
勤
め
た
、
と
あ
る
。 
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山

田
大
路
家

諸

氏
に
つ
い
て
、
平
成
２
４
年
版
伊
勢
市
史
、
伊
勢
度
会

人
物
誌

か
ら
時
代
を
追

っ
て
調
べ
て
み
た
。

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
山

田
大
路
家

の
家

系
は
合
流

・
分
離
を
経
て
取
調
帳

の
よ
う
に
収
斂
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 
 

な
お
、
家

系
図
を
書
写
し
た
の
は
継
承
者

の
み
で
あ
っ
た
の
で
、
系
図
に
記
載
さ
れ
て
い
な
い
人
物
が
い
る
。 

山
田
大
路

元
秀(

御
炊
大
夫
家 

１
３
９
４
～
１
４
２
８
応
永
年
間 

室

町
時
代
） 

１
４
３
４
永
享
６
年
足
利
義
教
が
施
主
と
な
り
、
外
宮
第

三
十
九
回
式
年
遷
宮(

こ
れ
以
降
１
２
９
年
間
式
年

遷
宮
は
中
断
す
る
）
の
立
柱
上
棟
祭
に
外
宮
神
主

「 

山

田
大
路

元
秀(

御
炊

元
秀
）
」
を
橋
奉
行
と
し
て
宇
治

橋
を
架
け
た
と
あ
る
。
１
４
２
２
応
永
２
９
に
御
炊
奉
行
と
な
る
。
主
た
る
祓
名
は
御
炊
大
夫(

御
炊
み
か
し
き

は
、
神

に
供
え
る
饌
米
を
炊
か
し

ぐ
の
意
。
）
で
、
外
宮
神
主
を
務
め
た
由
緒
あ
る
家
柄
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
で
き
る
が
、

外
宮
神
主
が
宇
治
橋
を
架
け
る
だ
ろ
う
か
？ 

山
田
大
路

元
眞

＝
真

（系
図
に
よ
る
と
直
）(

御
炊
大
夫
家 

１
５
８
８
天
正
１
５
年
没 

安
土
桃

山
時
代
） 

別
称
は
才

八
と
い
い
、
住

所
は
下
馬
所
。
山

田
三
方(

伊
勢

の
自
治
組
織
）
２
４
家

の
一
つ
。
累
世
、
「 

島
津
家

」

の
詔

刀
師
の
り
と
し (

平
安
時
代
伊
勢

神
宮
に
お
い
て
願
主
に
代
わ
っ
て
祈

禱
を
行
な
っ
た
員

外

（
禰
宜
で
は
な
い
と

い
う
意
味

か
？
）
の
神
官
で
あ
っ
た
。
天
明
年
間
、
豊

州

の
一
戦
に
島
津
義
久
に
属
従
し
、
功
を
得
て
伊
集

院
忠

棟
に
感
謝
さ
れ
た
。
１
５
７
３
天
正

元
年(

２
年
と
も
）
２
月
、
山

田
三
方
家

堤
刑
部
と
山

田
大
路

才

八
が
寄

子

よ
り
こ (

嫡
男

以
外
の
子
供
）
の
事

か
ら
合
戦
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
頃
か
ら
御
師
と
な
っ
て
薩
摩

「 

島
津
家

」
と
の
関

係
が
見
ら
れ
る
。 

-31-  



山
田
大
路

元
郷(

御
炊
大
夫
家 

１
６
３
８
寛
永
１
５
没 

江
戸
時
代
初
期
） 

１
６
４
３
寛
永
２
０
年
頃
の
山

田
惣
絵

図
、
１
６
７
０
寛

文
１
０
年
寛
永
中

山

田
郷
内
惣

図
、
１
８
３
４
天
保
５
山

田
町
方

之
図
の
中
世
古

下
馬
所

町
に
大
き
な
敷

地
を
も
っ
た
「 

山

田
大
路
美
作
」
の
記
載
が
あ
る
。
別
資

料
で

は
、
山

田
大
路
美
作

元
郷
は
三
方
惣
代
と
し
て
、
１
６
２
３
元
和
９
年
に
江
戸
城

へ
の
御

礼
の
た
め
登
城
し
て
い
る
。

「 

美
作
み
ま
さ
か

」
は
岡
山
県
津

山
市

辺
り
を
い
い
、
「 

篤
忠

」
の
取
調
帳

の
配
札

国
に
は
、
「 

美
作

国 

真
島

郡

一
郡
村
数
９
６
ヶ
村
」
の
記
述
が
見
ら
れ
、
元
郷
の
頃
か
ら
同
地
と
の
結
び
つ
き
も
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。 

山
田
大
路

元
易

（家

系
図
に
記
載
な
し 

１
６
０
０
年
代
後
半
か
？
） 

杉
木
普
斎

（１
６
２
８
寛
永
５
～
１
７
０
６
宝
永
３ 

茶
道
）
の
門
人 

山
田
大
路

元
長

（家

系
図
に
同
名
は
い
る
が
時
代
が
合
わ
な
い 

生
年
１
７
６
４
～
１
７
７
２
明
和
年
間
） 

住
所
は
田
中
御
師
世
古
。
外
宮
高
宮
内

人
。
田
中
年
寄
。
著
作
は
神
都

百
首
、
参
詣
記
。 

山
田
大
路

元
善

（家

系
図
に
記
載
な
し 

１
７
０
０
年
代
後
半
か
？ 

江
戸
時
代
中
期
） 

元
善

の
別
称
は
「 

主
殿
」
で
あ
り
、
住

所
は
前

野
。
１
７
９
７
寛
政
９
年
伊
勢
路

見
取
絵

図
の
下
馬
所
前
ノ
町
に

「 

山

田
大
路

主
殿

」
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
御
炊

大
夫
家
だ
と
思
わ
れ
る
。
本
居
宣

長(

１
７
３
０
～
１
８
０

１
）
の
門
人
で
国
学
や
和
歌
を
能
く
し
た
、
と
い
う
の
で
、
生
没
年
は
判
ら
な
い
が
、
そ
の
頃
の
人
だ
ろ
う
。 

山
田
大
路

元
輔

（御
炊
大
夫
家 

１
７
９
５
寛
政
７
没
） 

風
流

の
士
と
し
て
寛
政

の
末
年
、
吉

野
山
の
桜
を
数
多

購

入
し
て
前

山

（宮

本
村

）
に
植
え
た
。
こ
の
地
は
桜

の
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名
所
で
庶

民
の
娯
楽
と
し
て
１
７
５
１
宝
暦
１
７
６
４
明
和
初
年
よ
り
あ
っ
た
。
１
７
７
４
安
永
３
年
、
奉
行

の
山

田

肥
後
守
が
山

田
三
方
会
合
に
命
じ
、
こ
の
地
の
桜
を
伐
採
す
る
こ
と
を
禁
じ
、
稚
樹
を
植
え
た
。
小

田
文
喜

の
塵

塚
、
本
居
宣
長

の
鈴
屋
集
に
前

山
の
観
桜

の
こ
と
が
あ
る
。
１
７
９
１
寛
政
３
年
橋
村

痴
亭

の
前

山
遊

記
に
も
同

様

の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
元
輔
植
樹
の
あ
と
、
一
層
綺
麗
に
な
っ
た
が
享
和
の
初
め
に
は
衰
え
た
と
い
う
。 

山
田
大
路
矩
守(

御
炊
大
夫
家 

１
８
０
４
文
化
元
没 

江
戸
時
代
中
期
） 

河

辺(

大
宮

司
家
）
長
矩

の
男
、
山

田
大
路

正
章

の
養
嗣
で
あ
る
が
、
神
宮

司
家

の
子
に
し
て
始
め
て
山

田
師 

職
家

の
養
嗣
に
な
っ
た
。
別
称
は
大
蔵

・数
馬
。
住
所
は
下
馬
所
。
神
祗
権

少
副
従

五
位
上
に
至
る
。
和
歌
を

能
く
す
る
。
祓
名
は
御
炊
大
夫
、
御
炊
左
大
夫
、
小

田
九
郎
大
夫
で
三
方
家
。
住
所
は
下
馬
所
前

野
。
１
７
７

７
安
永
６
年
時
点

の
５
万
軒

以
上
檀
家
を
有
す
る
山

田
御
師

一
覧

の
一
人
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

山
田
大
路
訥
斎(

家

系
図
に
記
載
な
し 

１
７
５
７
宝
暦
７
～
１
８
１
０
文
化
７ 

江
戸
時
代
中
期
） 

美
濃
で
辻 

貴
平
の
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
別
称
は
名

百
千

・
文
平

・字
弗
措
。
住
所
は
前

野
。
東
都
に
至
り
、
杉

田
玄
白
に
つ
い
て
、
古
医
方
を
主
に
、
蘭
学
外
科
を
学
び
、
当
地
伊
勢

の
医
師

の
弊

風
を

一
変
さ
せ
た
。 

山
田
大
路
都
盛

（御
炊
大
夫
家 

幕
末
～
明
治
） 

 
 

河

辺(

大
宮

司
家
）
長
矩

の
孫
で
矩
守

の
男
。
別
称
は
蔵

人
。
簫

（和
楽
器
の
し
ょ
う
）
の
演
奏
家
だ
っ
た
か
？ 

山
田
大
路
親
彦 

(

三
大
夫
家 

１
８
０
６
文
化
３
～
１
８
６
９
明
治
２ 

享
年
５
５ 

幕
末
～
明
治
） 

（度
会

人
物
誌

の
記
載
で
は
）
飯
高
雄

一
郎

の
男
で
山

田
大
路

三
大
夫
の
養
嗣
。
別
称
は
乾
次
郎

・親
吉

・陸
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奥

・
三
大
夫
。
１
８
０
５
文
化
２
年
飯
高

郡

田
原
村
生
。
住
所
前

野
。
山

田
三
方

の
一
家
。
考
古
学
者

・
国
学

者
。
京
に
上
り
、
ま
た
薩
摩
に
下
り
て
諸
藩

の
志
士
と
交
流
し
た
勤

王
の
志
士
。 

 
 

伊
勢
度
会

人
物
誌

の
本
文
を
意

訳
し
て
記
述
す
る
と
、 

 
 

山

田
三
方

の
一
。
考
古
学
者
に
し
て
国
学
に
も
精

通
し
た
。
小
さ
い
時

か
ら
国
事
を
憂
え
、
幕
末
に
は
勤

王
の

志
を
も
っ
て
、
神
都

祠
官

の
中
に
志
が
な
い
の
を
憤
り
、
「 

雲

図
う
ず

の
正
道

」
を
著
し
て
天
下
の
志

士
に
配
布
し
、

「 

道

の
大
綱
」
を
作

っ
て
広
く
志

士
に
示
し
た
。
共
に
皇
室

の
尊

厳
を
説
き
、
大
義
名
分
を
唱
え
た
。
京
に
上
り
、

薩
摩
に
下
り
、
諸
藩

の
志

士
と
往
来
す
る
こ
と
で
、
幕
府

の
忌
憚
に
触
れ
て
、
文
久
３
年
５
月
に
捉
え
ら
れ
入
獄

し
た
。
の
ち
解

放
さ
れ
、
ま
も
な
く
明
治

維
新
と
な
り
、
主

上

江
戸

へ
ご
遷
幸

の
際
、
内
宮
御
鳥

居
顛
倒

の
こ
と

が
あ
り
、
彼
は
こ
の
不
祥
事
を
も
っ
て
、
神
慮

の
尊

都
を
止
め
る
と
信
じ
、
そ
の
趣
を
神

祇
官
に
建

言
し
た
が
、
妄

説
付
会

の
咎
を
蒙
こ
お
む

り
、
度
会
府
に
於
い
て
禁

固
を
命
じ
ら
れ
た
。
堅
気

一
徹

の
古
風
な
敬
神
の
念

の
篤
き
人

で
あ
っ
た
こ
と
が
視
ら
れ
る
。
彼
は
ま
た
、
斎
宮

の
再
興
、
板

垣
復

旧
、
神
領
増
加

の
三
項
を
建

言
し
、
そ
の
中

の

板
垣
復

旧
は
明
治
２
年
の
ご
遷
宮

の
時
、
実
現
し
た
。 

山
田
大
路

元
安

（左
大
夫
家 

幕
末
～
明
治
頃
か
） 

詳
細

不
明
。
別
称
は
琴
泉
。
住
所
は
豊

川
。
和
歌
を
能
く
す
る
。  

山

田
大
路
家
は
由
緒

あ
る
神
宮
職

・
御
師

の
家

柄
で
、
御
師
が
廃

止
た
明
治

の
世
ま
で
継
続
し
て
大
邸
宅
を
構
え

て
い
た
御
師
名
家

の
一
つ
で
あ
っ
た
。
主

人
は
国
学
者
、
医
者
、
和
歌
な
ど
、
大
い
に
教
養

人
で
あ
っ
た
。 
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「 

山

田
大
路
家

系
図
」
と
伊
勢
度
会

人
物
誌

の
記
述
を
お
お
ま
か
な
年
表
に
し
て
み
る
。 
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「 
取
調
帳
」
に
は
次
の
記
録
も
あ
る
。 

 
元
安 

篤
忠 

三

日
市 

大
夫 

次
郎 

円

以

下

切

捨 

１，３８０ １，８９１ ６，５７４ 

初
穂
料 

２５７ １７９ ６３７ 
利
益 

含 止 宿 料  含 止 宿 料  １，５２１ 
神
楽
料 

-  -  ２１５ 
利
益 

１３０ １８４ １，０３１ 
止
宿
料 

８６ ４５ １３０ 
利
益 

１，５１１ １，０７５ ９，１０９ 

総
収
入 

３４４ ３２５ ９８２ 
利
益 
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収
入
か
ら
の
推
定 

  
 

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
が
山

田
に
宿
泊
し
た
明
治
６
年
は
、
明
治
４
年
に
御
師
制
度
が
廃

止
さ
れ
た
直
後
で
あ
り
、
そ

の
後
の
身

の
上
は
定
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
御
師
本
来
の
役
割
り
で
あ
っ
た
大
勢
を
宿
泊
さ
せ
る
と
い
う

こ
と
を
こ
の
頃
の
多
く
の
旧
御
師
に
は
ま
だ
容
易
に
出
来
た
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
キ
リ
シ
タ
ン
の
滞
在
先
と
し
て
同
じ
山

田
大
路
家
で
あ
る
元
安
家
で
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
問
も
残
る
が
、
元
安
は
明
治
４
年
に
御
師
制
度

が
廃

止
さ
れ
た
の
ち
も
神
宮
職
に
留
ま
っ
て
い
る
け
れ
ど
、
篤
忠
は
神
宮
職
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
宗
教
上
、
許
容
で
き

る
と
い
う
理
由
も
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
し
、
旅
館
業
な
ど
に
転
身
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
ま
だ
ま
だ
不
明
な
と
こ

ろ
も
多
く
、
今
後
の
調
査
を
期
待
し
た
い
。 

 
 

ま
た
、
前
述

の
外
宮
御
師
取
調
帳
に
よ
る
と
、
そ
の
収
入
や
利
益
に
よ
っ
て
御
師
と
し
て
の
規
模

の
大
き
さ
が
分

か
る
の
で
は
な
い
か
？
比
較

の
た
め
、
山

田
で
最
大

の
御
師
で
あ
っ
た
三
日
市
大
夫
次
郎

の
場
合
を
列
挙
し
た
。 

 
 

特
に
、
「 

止
宿
料
」
に
よ
っ
て
屋
敷

の
大
き
さ
が
推
測
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
と
思
う
の
で
試
算
し
て
み
た
。
そ
れ
ぞ

れ
格
式

の
上
下
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
一
人
当
た
り
の
止
宿
料
も
当
然
、
異
な
る
だ
ろ
う
と
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
概

算
と
い
う
こ
と
で

一
律
と
考
え
試
算

し
て
み
る
。
「 

止
宿
料
」
に
つ
い
て
、
篤
忠

邸
は
三

日
市
大
夫
次
郎
邸
の
１
８
％
、

元
安
邸
は
１
３
％
く
ら
い
で
あ
る
。
単

純
計
算

す
る
こ
と
は
さ
ら
に
意
味
が
な
い
か
も
知
れ
な
い
が
、
三

日
市
大
夫
次
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郎
邸
の
建

屋
は
８
０
０
坪
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
で
比
例
計
算

し
て
み
る
と
、
篤
忠
邸
は
１
４
０
坪
、
元
安
邸
は

１
０
０
坪
程
度
と
想
像
で
き
る
。
現
存

の
丸
岡
御
師

邸
の
最
盛
期
に
は
建
て
増
し
分
も
あ
り
建

坪
は
約
１
０
０
坪
程

度
で
は
な
か
っ
た
か
と
想
像
で
き
る
が
、
両
邸
は
丸
岡
邸
よ
り
や
や
大
き
い
程
度
で
あ
っ
て
、
由
緒

あ
る
家

柄

の
割

り

に
そ
れ
ほ
ど
壮
大
な
建

屋
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
利
益
か
ら
考
え
て
、
元
安
は
篤
忠
よ
り

商
売
が
上
手
で
あ
っ
た
よ
う
に
も
想
像
で
き
る
が
？ 

  
 

住
所
か
ら
の
推
測 

  
 

山

田
大
路
家

本

・
分
家
は
江
戸
初
期
前

後

か
ら
分
派
し
て
い
る
が
、
住

所
に
関
し
て
は
、
古
来
よ
り
、
外
宮

一
の

鳥

居
前

の
下
馬
所
、
下
馬
所
前

野
、
前

野
な
ど
と
表

記
さ
れ
て
い
て
、
本

・
分
家

共
に
長
年
、
隣

り
合

っ
て
居
住
し

て
い
た
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
の
で
、
１
６
４
３
寛
永
２
０
年
頃
の
山

田
惣
絵

図
の
「 

山

田
大
路
美
作
」
の
記
載
は
同
家

の
集
合
を
描
い
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
前
述
、
山

田
篤
忠
が
ま
と
め
、
篤
忠

の
子
元
雄
が
補

強
し
た
「 

山

田
大
路

親
彦
陸
奥
略
伝

」
に
よ
る
と
、
御
炊
大
夫
家
は
、
外
宮

の
一
之
鳥
居
付

近
に
邸
宅
が
あ
り
、
茜
社
が
鎮
守

の
杜
だ
っ

た
と
い
う
。
し
か
し
神
宮

領
域
内
に
近
す
ぎ
た
た
め
、
崇

敬

の
念
を
も
っ
て
、
（
田
中

口
に
近
い
）
豊

川

町

旧
下
馬
所

に
移
住
し
た
と
い
う
。
三
大
夫
家
は
裏

之
町
、
左
大
夫
家
は
内
前

野
に
あ
っ
た
。
現
在

の
地
図
に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
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篤
忠
邸
は
旧
下
馬
所
、
現
在

の
外
宮
北
交
差
点

辺
り
か
ら
県
道
３
７
号
線(

以
前
に
松

下
幸

之
助
が
寄
付
し
た
大

鳥
居
が
あ
っ
た
大
通
り
）
上
を
北
に
上
が
り
、
現
在

の
旅
館

山

田
館
裏

辺
り
ま
で
が
敷
地
だ
っ
た
よ
う
に
想
像
す
る
。

明
治
４
年
頃
の
住
所
と
し
て
は
取
調
帳

の
豊

川
町
８
番
地

（番
屋
敷
）
と
な
る
の
だ
ろ
う
。
ま
た
、
元
安
邸
は
内
前

野

と
あ
る
の
で
、
現
在

の
外
宮

一
之
鳥
居
横

の
現
、
せ
ん
ぐ
う
館
か
ら
外
宮
前

交
差
点

辺
り
か
？
そ
れ
が
豊

川
町
１
０

６
番
地

（
番
屋
敷
）
で
あ
る
。
ま
た
、
三
大
夫
家
は
裏

之

町
と
あ
る
け
れ
ど
、
裏

之

町
の
所
在
は
不
明
で
あ
る
。
裏

の

橋

（現
、
浦

の
橋

＝
常
磐

町
）
、
あ
る
い
は
宇
良
う
ら

口
の
町

（現
、
浦

口
町
）
辺
り
か
？
し
か
し
、
過
去
の
地
図
か
ら
そ

の
辺
り
に
山

田
大
路
家
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
て
い
な
い
。 

  
 

７
．
お
わ
り
に 

 
 

明
治
４
年

の
御
師
廃

止
直
後
で
は
あ
っ
た
の
で
、
旧
御
師
で
あ
っ
た
山

田
大
路
篤
忠
邸
は
大

人
数
を
収
容
で
き
る

施

設
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
そ
の
所
在

地
は
キ
リ
シ
タ
ン
達
を
管

理
す
る
度
会

県
庁

に
も
近
く
、
街

の
中

心
に

あ
っ
て
収
容
者
が
仕
事
を
す
る
に
も
、
大
阪
な
ど
に
出
掛
け
る
に
も
便
利
な
交
通
の
要
衝
に
位
置
し
て
い
た
。
し
か
も

篤
忠
自
身
が
神
宮

職
で
な
か
っ
た
こ
と
が
宗

派
の
問
題
を
も
解

消
し
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
ん
な
条
件
が
整

っ
て

い
た
か
ら
、
二
本
木
か
ら
の
「 

隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
」
を
収
容
す
る
場
所
と
し
て
同
邸
が
選
択
さ
れ
た
よ
う
に
推

測
す
る

が
？ 
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１
８
７
６
明
治
９
年
に
度
会

県
は
三
重
県
に
編

入
さ
れ
、
現
在

の
三
重
県
が
形
成
さ
れ
て
い
く
。
１
８
７
９
明
治
１

２
年
、
生
き
残

っ
た
キ
リ
ス
ト
教
信
徒
た
ち
は
流
罪

の
苦
難
を
「 

旅
」
と
呼
ん
で
信
仰
を
強
く
し
、
同
年
、
故
地
浦
上

に
小
聖
堂
を
建

設
し
た
。
ま
た
、
浦

上

天
主
堂
は
１
８
９
５
明
治
２
８
年
に
起

工
し
て
１
９
１
４
大

正
３
年
に
完
成
。

献
堂
式

の
３
月
１
７
日
は
４
９
年

目
の
「 

信
徒
発
見
の
日
」
だ
っ
た
と
い
う
。  

 
 

一
方
、
明
治
政
府
は 

１
８
８
２
明
治
１
５
年
、
神
道

か
ら
祭

祀
と
宗
教
を
分
離
し
「 

祭

祀
を
行
な
う
だ
け
の
神

道
は
宗
教
で
は
な
い
」
と
い
う
解
釈
を
し
て
尊

皇
に
基
づ
く
国
体

維
持

の
た
め
の
国
家

神
道

を
進
め
た
け
れ
ど
、
１
８

８
９
明
治
２
２
年
に
制
定
さ
れ
た
大

日
本
帝

国
憲
法
は
２
８
条

に
信
教

の
自

由
を
保
障

す
る
規
定
を
設
け
、
１
８
９

９
明
治
３
２
年
に
は
、
「 

神
仏
道

以
外
の
宣
教
宣
布
並
堂
宇
会
堂
に
関
す
る
規
定

」(

内

閣
省
令
第
４
１
号
７
月
２

７
日
付
）
に
よ
っ
て
、
よ
う
や
く
限
定
的
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
も
キ
リ
ス
ト
教

の
活
動
を
公
式
に
認
め
、
よ
う
や
く
公
式

に
キ
リ
シ
タ
ン
が
解
放
さ
れ
た
。 

  
 

そ
の
後
の
山

田
大
路
篤
忠
、
元
安
、
康
千
代
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
篤
忠
は
御
師
廃
絶

後
、

御
師

か
ら
転
身
し
て
旅
館
を
、
あ
る
い
は
講
習

所
な
ど
に
活
用
す
る
よ
う
な
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス
を
営
ん
で
い
た
か
も
知

れ
な
い
。
そ
の
後
、
山

田
大
路
家

ゆ
か
り
の
田
中
豊

氏
著

「 
氏
は
氏
を
呼
ぶ
」
や

「 

山

田
大
路
篤
忠

さ
ん
の
こ
と
」

に
よ
る
と
、
三
重
県

一
志

郡
中
川
村

（現
、
嬉

野
町
中
川
）
で
医
者
を
し
、
晩
年
を
松
阪
市
で
過
ご
し
た
と
い
う
。 
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一
之
木

町
新
墓
に
は
立
派
な
山

田
大
路
家

の
墓

石
群
が
あ
り
、
往
時
が
忍
ば
れ
る
。
同
所
に
は
度
会

元
長

・
元

親
な
ど
の
墓

石
も
あ
り
、
山

田
大
路
家
が
度
会
家

の
出
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。 

 
 

 
 

墓
地
は
二
分
さ
れ
て
い
て
、
西
側

（上
）
が
本
家
御
炊
大
夫
家
、
東
側

（下
）
が
三
大
夫
家
に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。 

今
で
も
よ
く
整
備
さ
れ
、
花
も
供
え
ら
れ
て
い
る
の
で
所
縁

の
方
が
お
守
り
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。 
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本
家
御
炊
大
夫
を
継
承
し
た
篤
忠

の
墓
。
没
年
は
昭
和
１
０
年
４
月
２
０
日
と
な
っ
て
い
る
。 

左

の
○
○
子
は
判
読
で
き
な
い
。
没
年
は
大

正
６
年
２
月
１
３
日
だ
が
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
家

系
図
に
は
掲
載
が
な

か
っ
た
。 
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（上
）
三
大
夫
家
を
継
承
し
た
親
彦

四
男

田
鶴
若

の
墓
。
墓
誌
か
ら
「 

康
千
代
」
を
知
る
手
掛
か
り
は
な
か
っ
た
。 

（下
右
）
三
大
夫
家
を
再
興
し
た
親
彦
の
墓 

明
治
３
年
没 

（下
左
）
親
彦
の
次
男
麟
次
郎

の
墓 

明
治
１
１
年
没 
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２
０
２
１
年
現
在
、
伊
勢
市
に
は
山

田
大
路
姓
の
方
は
在
住
さ
れ
て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
電
話
番
号
簿
に
は
、
愛

知

県
と
松

阪
市

に
そ
の
名
を
見
て
取
れ
る
。
前
者

は
御
炊

大

夫
本
家

、
後
者
は
親

彦

四
男

田
鶴

若
が
継

承
し
た

三
大
夫
家
ゆ
か
り
の
方
で
あ
る
。 

   
 

８
．
謝
辞 

 
 

同
時
期
に
同
様

の
内
容
を
調
査
し
て
い
た
前
述

の
郷
土
史
家 

飯

田
さ
ん
と
、
聞
き
か
じ
っ
た
「 

伊
勢
と
隠
れ
キ

リ
シ
タ
ン
」
を
調
査
し
て
い
た
私
と
が
交
差
し
て
今
著
に
至
っ
た
け
れ
ど
、
実
際
は
そ
の
殆
ど
を
飯

田
さ
ん
に
ご
教
授
い

た
だ
い
た
資
料
を
元
に
記
述
し
た
も
の
で
、
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
ま
た
、
同
氏
著 

「 

浦
上
切
支

丹

と
元
御
師

山

田
大
路
篤
忠
」
と
内
容
が
ほ
ぼ
、
か
ぶ
っ
て
し
ま
い
申
し
訳
な
く
思

っ
て
い
ま
す
が
、
多

少
の
違
い
を
探
し

て
い
た
だ
く
の
も

一
興
か
と
も
思
い
ま
す
。 

 
 

ま
た
、
新
た
に
貴
重
な
資
料
を
多
数
、
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
山

田
大
路
家
ゆ
か
り
の
田
中
い
づ
み
様
に
も

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

-44-  

   
 

参
考
文
献 

２
０
２
０
年
飯

田
良
樹
著

「 

浦
上
切
支

丹
と
元
御
師

山

田
大
路
篤
忠
」 

２
０
１
７
年
浅
生
悦
生
著

「 

知
ら
れ
ざ
る
郷
土
史 

津
と
そ
の
周

辺
」 

２
０
０
９
年
橋
井
敏
彦
著

「 

大
村( 

二
本
木)

の
歴
史
～
大
村

切
支

丹
～
」 

２
０
０
２
年
版
伊
勢
市
史 

１
９
９
８
年

「 

三
重
県
史
叢
書 

県
史
Ｑ
＆
Ａ
」
１
９
９
１
年

「 

三
重
県
史
資
料
編
」 

１
９
３
８
年
浦

川
和
三
郎
著

「 

旅
」
の
話
～
浦
上
四
番
崩
れ
～(

２
０
０
３
年
西

田
健

三

口
語
訳) 

 
 

１
９
８
４
年

（財
）
伊
勢

文
化
会
議
所 

「 

山

田
惣
絵
図
」 

 
 

神
宮

文
庫
蔵

「 

山

田
大
路
家

系
図
」 

田
中
豊
著

「 

氏
は
氏
を
呼
ぶ
」
、
「 

山

田
大
路
篤
忠
さ
ん
の
こ
と
」
ほ
か 

山

田
大
路
恵
美

子
著

「 

山

田
大
路
親
彦
の
生
涯
に
思
い
を
馳
せ
て
」
（
田
中
豊

氏
が
借
用
さ
れ
た
資
料
） 

田
中
い
づ
み
編

「 

山

田
大
路
家
周

辺
家

系
図
」 
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筆 

者 

紹 

介 

  

昭
和
２
３
年
伊
勢
市

大

世
古

町
に
生
ま
れ
、
昭
和
４
７
年
慶
應
義
塾

大
学

工
学

部
電
気

工
学

科
卒
業

後
、
日

本
ビ
ク
タ
ー
株
式
会
社
勤
務

し
、
レ
コ
ー
ド
、
ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
記
録
デ
ィ
ス
ク
な
ど
の
開
発
に
携
わ
り
、
退

職
後
、
技
術

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
を
起
業
、
現
在

に
至
る
。
実
家

の
掛
軸
を
受
け
継
い
だ
こ
と
か
ら
、
そ
の
調
査
を

経
て
、
伊
勢

の
近
代
史
を
研
究
す
る
に
至

っ
た
。 

著

書

、
伊

勢

度

会

近

世

名

軸

図

鑑

、
伊

勢

参

宮

近

世

名

所

図

会

、
御

師

大

研

究

な
ど
の
自

主

製

作

本

は
三

重

県

図

書

館

や
伊

勢

図

書

館

に
収

蔵

さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
研

究

結

果

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

t
t
p

:/
/

n
fc

.n
o

.c
o

o
c

a
n

.jp
/

in
d

e
x

.h
t
m

で
も
公

開

し
て
い
る
。 
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